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序　　文

古来より大陸交渉の門戸であった福岡市域には、特に朝鮮半島、中国大陸との各時代

の文化交流を示す数多くの遺跡が残されています。

このうち市西部の早良平野に分布する吉武遺跡群は、主に弥生時代から平安時代にか

けての多くの遺跡が分布する地域として知られています。

ところで、本遺跡群では、昭和56年度から飯盛．吉武地区圃場整備事業が施工され、こ

れによって失われる埋蔵文化財について、事前に発掘調査による記録保存が必要となり、

事業が完結する昭和60年度まで調査を継続しました。発掘調査の結果、各時代の豊富な

遺構・遺物が検出されました。

それらは、紀元前二世紀に遡る弥生時代前期末から中期初頭期の特定集団墓地や大形掘

立柱建物群、紀元前後の墳丘墓、古墳時代中期の帆立貝式前方後円墳・円墳群及び集落

跡、奈良時代末から平安時代の官街或いは寺院跡などです。

さて、これらの調査成果につきましては、これまで弥生時代を中心に7冊の報告書を

刊行してまいりましたが、今年度は旧石器時代及び前方後円墳についての報告を行いま

す。

つきましては本書が市民の方々の埋蔵文化財への理解と認識を高める手助けとなり、

更に学術研究や生涯教育の分野において役立っものとなれば幸いです。最後になりまし

たが、発掘調査での飯盛・吉武土地改良組合の方々、調査作業員の皆様方及び市農林水

産局の関係者、報告書作成に関わった整理作業員の方々をはじめ、本遺跡の国史跡への

指定につきまして強力なご理解とご協力をいただいた地権者の方々に対し、心から感謝

申し上げる次第です。

平成14年3月29日

福岡市教育委員会

教育長　生　田　征　生



1L

11

言

1・本書は、飯盛・吉武地区土地改良事業に伴い、1985年8月から1986年3月にかけて福岡市教育

委員会が発掘調査を実施した、福岡市西区大字吉武地内に所在する吉武遺跡群第9次調査の旧石

器時代遺跡の調査報告書である。

2．土地改良事業（圃場整備）に伴う調査はこれまでに9次にわたって行われており、これはその6

次調査にあたる。

3．遺構名称は掘建柱建物－SB・土壌－SK・清一SD・柱穴pSPとし、遺構ごとに通し番号を付し

た。

4．本書に使用した遺物に関する、接合・実測・製図・撮影．考察に至るまで、熊本大学埋蔵文化財

調査室小畑弘己助教授に依頼し玉稿を賜った。遺物実測は小畑・宮本千恵子・坂口三輝子・矢羽

田幸宏・橋口剛士．冨永明子・芝康次郎（以上熊本大学）・張龍俊（釜山大学）、表作成小畑、出

土状況図作成・製図・遺物製図は小畑・冨永による。記して感謝申しあげます。

他の遺跡関係・遺構関係の実測・製図・撮影は加藤良彦による。

5・本書に使用した方位は、全て磁北で、標高はTP（東京湾平均潮位）によるO

6．本書の執筆は、第一章．第二章・第三章第一節・第五章を加藤が、第三章第二節・第四章・英

語・韓国語要旨を小畑が行った。また、編集は、小畑の全面的協力を得て加藤が行った。

7．本書に収録された出土遺物、写真．図面などの記録類は、平成14年度に福岡市埋蔵文化財セン

ターに収蔵予定であるので活用されたい。

8・表紙題字は、杉山悦子氏にお願いした。記して感謝いたします。
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第一章　はじめに

1．調査に至る経過

吉武遺跡群発掘調査の契機は、昭和55（1980）年6月11日に本市農林水産局農業構造改善部農業土

木課より、本課に提出された本市西区の『飯盛・吉武団体営圃場整備事業』計画である。

当初の事業計画は昭和55年度から57年度の3年計画で46．4haの圃場整備を実施するもので、このう

ち55年度分の3．6haは比較的新しい氾濫原であることと施工方法の上で遺跡に影響が無いと判断され

たため調査対象からは除外されたが、その他は全域が弥生時代から古墳時代の遺物が散布する周知の

遺跡包蔵地であった。

このため本課ではまず56年度事業予定地において同年6月16日～19日・7月8日～10日にかけて試

掘調査を実施した。結果、弥生時代前期～後期の甕棺墓群や弥生時代～古墳時代にかけての竪穴住

居・溝・柱穴など多数の遺構が全域に分布していることが明らかとなった。

本課ではこの調査結果をふまえ、事業者と必要最小限の基盤掘り下げとなるよう施工方法・施工範

囲の協議を重ね昭和56年11月1日より第1次調査を開始した。

第1次調査以降、施工工事と発掘調査は同時に進行したため各年度での調査面積縮小を諮って施工

方法・施工範囲の協議は継続され、定期的にもたれた。

第9次（圃場6次）調査は1985年8月から1986年3月まで実施され、今回の旧石器包含層から、弥

生時代高木遺跡に次ぐ有力者層の共同墓地であった大石遺跡の発見、卓抜した量の陶質土器・初期須

恵器を検出した多数の古墳時代遺構群、氏寺と考えられる9～10世紀代の大規模遺構群など、他に例

を見ない集約度で遺構が検出された。

旧石器包含層の調査は、7ヶ月間に28，000㎡と12点もの青銅器を副葬した260基にものぼる甕棺・

木棺墓群を堀あげる状況のなかで11月19日から12月5日の正味10日実施された。

調　 査　 番　 号 8535 遺　 跡　 略　 号 Y ST －9 l

調　 査　 地　 籍 西区大字吉武字大石内 分 布地 図 記号 都地 （93）0405

開　 発　 面　 積 106，000㎡ 調 査 対 象 面 積 28，000㎡

調　 査　 期　 間 19850801～19860331 事 前 審 査 番 号 55－ 2 －62

2．調査の組織

9次（圃場6次）調査の関係者は以下の通りである。

【諏査委託】

【調査主体】

【調査総括】

【調査庶務】

【調査担当】

【諏査補助】

農林水産局農業土木課　飯盛．吉武地区土地改良組合

福岡市教育委員会　教育長　西津茂美

埋蔵文化財課長　柳田純孝

埋蔵文化財第2係長　飛高憲雄

埋蔵文化財第1係　岡嶋洋一、松延好文

発掘調査　力武卓治、下村智、常松幹雄、加藤良彦

田中克子、岩本陽児、矢野賢一、緒方俊輔、樋口秀信、進藤敏雄、溝口孝司

－1－



【調査作業員】　村本健二、松田定美、溝口武司、池上宏、山下清作、平山謙一、沖浩人、吉岡勝美、

辻繁一郎、川田初、橘哲也、亀井照義、北園諭、小路永智明、藤嶋博明、甲斐美佐江、

末松一馬、青柳貴子、青柳弘子、青柳洋子、池田由美、石橋洋子、井上カズ子、

井上吉美子、井上清子、井上千代子、井上トミ子、井上ヒデ子、井上磨智子、

井上ムツ子、鬼尾喜代子、川口シゲノ、岸田浩、清末シズェ、倉光アヤ子、倉光京子、

倉光千鶴子、倉光信子、倉光初江、小林恵美子、小林ツチエ、小柳和子、斉藤国子、

坂田セイ子、柴田常人、柴田クツ子、柴田春代、白坂フサヨ、末永鶴子、高田マサエ、

滝良子、高松美智子、田中カヨ子、筒井ひとみ、土斐崎っや子、富崎栄子、富崎マチ子

冨永ミツ子、合川春江、永井鈴子、中島栄子、中牟田チエ子、中山サダ子、西山秀子、

花畑照子、原ハナエ、原口マサ子、平田千鶴子、平田美絵子、堀尾久美子、松尾キミ子

松尾鈴子、松本育代、溝口博子、溝口洋子、宮原富代、宮崎泰子、森山早苗、柳井順子、

矢富富士子、柳浦八重子、山口クツエ、山下アヤ子、山本キクノ、山田トキエ、

結城千代子、吉積エミ子、吉田勝代、横田松ノ、横溝吉美子、横溝カヨ子、

槙溝チエ子、吉武早苗、脇坂マキノ、脇山喜代子

【整理作業員】　芦馬吉美子、木村厚子、国武真理子、小城信子、

宮本千恵子、坂口三輝子、矢羽田幸宏、橋口剛士、冨永明子、芝康次郎（以上熊本大学）、

張龍俊（釜山大学）
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第二章　遺跡の立地と環境

福岡市域は西から、背振山系から北流する諸河川流域である糸島・早良・福岡平野、犬鳴山地から

北西に流れる諸河川流域である粕屋平野が主要な部分を占め、これらが博多湾岸を囲むように広がっ

ている。

吉武遺跡群が位置する早良平野は、西側を背振主稜から北に派生した西山・飯盛・高祖地塁山地に、

東側を同じく北に派生する油山山地と更に北に延びる飯倉台地によって画され、中央部を背振山地を

源流とする室見川が北流し博多湾へと注いでいる。平野の北辺には姪浜をはじめとする第三紀層の小

丘陵群が散在し、これらを繋ぐように砂丘が形成され、後背には沖積低地が広がっている。また両山

地の山麓部や平野中央部には中位段丘下位砂礫面が残され、小田部台地にはこの上位の火山灰層が残

存している。低位段丘の多くは室見川の扇状地平野・三角州平野部の下に埋没している。

吉武遺跡群は室見川中流域左岸の金武から伸びる中位段丘下位砂礫面上に形成された標高20～30m

の扇状地上に立地する。

早良平野では小田部の火山灰台地をはじめ、上・中流域の中位段丘面上で旧石器時代の遺跡が確認

され、当時の狩猟場となっていたようである（表・i fig．1）。

表1早良平野旧石器遺跡地名表

番号 調査番号 遺　 跡　 名 所　　 在　　 地 立　　 地 標　 高 出　土 遺 物 出土状況 市　 報

① 8535 吉武 9 次 西区大字吉武字大石 扇状地 28 M C ．M B S S 包含層 731

②． 8303 羽根戸原 C 2 次 西区大字羽根戸 扇状地 22 T ．M F ．C．F 混入 134

8526 羽根戸原 C 3 次 西区大字羽根戸 扇状地 30 B R 180

③ 7904 野方勧進原 西区大字野方勧進原 338 段丘 30 K ．M B

表採

64

羽根戸原 A 西区大字羽根戸 段丘 58 K ．T．M C 134

④ 882 1 笠間谷古墳群 西区字笠間谷 丘陵 80 M B ．M C 混入 226

⑤ 80 14 橋本榎田 1次 西区橋本 ．榎田 1208 他 沖積微高地 9 K 混入 542

⑥ 93 27 橋本一丁田 2 次 西区重留 2丁 目 沖積低地 5 M B 混入 582

⑦ 69 14 湯納 西区大字拾六町 沖積低地 5 M C 混入 県

⑧ 92 52 姪浜 3次 西区姪の浜 2 ・3 丁目 段丘 4 尖頭状石器 混入 478

⑨ 77 10 有田 4次 早良区小田部 2丁 目139 洪積台地 14 T

包含層

混 ・表

包含層

混 ・包

470

77 11 有田 5 次 早良区小田部 2丁 目704 15 K ・S S・F 1 13

7 712 有田 6 次 早良区有田1 丁目 20 － 3 15 K ・F P ．T Z．F 37 7

78 22 有田 8 次 早良区有田 1丁目 13 － 12 15 K 8 1

79 14 有田 19 次 早良区有田1 丁目 24 － 2 13 K （3P ） 9 6

8 308 有田 80 次 早良区小田部 1 － 168 10 K ．F P 54 7

8 314 有田 86 次 早良区小田部 5 丁目 14 3 － 3 7 K 113

8 510 有田 100 次 早良区有田3 丁 目8 － 2 13 T Z 2 12

8 602 有田 10 7次 早良区有田 1丁 目31 － 1 他 13 B ．T Z ．F 2 34

8 655 有田 1 15 次 早良区有田3 丁 目8 － 53 5 K 68 4

8 742 有 田 13 1 次 早良区小田部 2 丁目 131 9 T Z．M F ．C ．F 2 34

885 1 有 田 14 5 次 早良区小田部 2 丁目9 0 10 M F 3 40

8953 有 田 15 2 次 早良区小田部 5 丁目4 8 他 7 M C 265

896 1 有田 15 4 次 早良区有田 1丁 目24 － 2 10 U B 3 07

95 16 有田 178 次 早良区南庄 3 － 214 他 7 K ．M C ．M F ．F 512

952 7 有田 18 0 次 早良区小田部 156 － 5他 8 M C 混入 6 84

960 7 有田 18 1 次 早良区有田 1 丁目3 1 － 3 13 K 混入 574

967 6 有田 18 4 次 早良区有田 1 丁目3 2 － 8 12 T 混入 574

972 7 有田 187 次 早良区有田 2 丁目 12 － 5 13 T a 混入 657

⑩ 923 3 次郎丸高石 2 次 早良区次郎丸 1 － 58 他 沖積微高地 11 A X 包？ 46 7

923 8 次郎丸高石 3 次 早良区賀茂 3 丁目3 94 他 沖積微高地 9 C 混入 536

⑪ 926 1 免 2 次 早良区賀茂 2 丁目 沖積微高地 9 K 混入 536

⑫ 9 108 飯倉 3次 城南区梅林 3 丁目 段丘 25 K 379

⑬ 96 16 野芥 7次 早良区野芥 5 丁目 段丘 3 5 K ．B R ・S．M F．F ．C 土壌 576

⑭ 94 03 重留村下 1 次 早良区重留 1 一 5 10他 段丘下位面 28 M B 混入 5 10

⑮ 90 74 東入部 1次 早良区東入部 1943 他 段丘下位面 29 B R ．F 混入 6 13

9 165 東入部 2 次 早良区東入部 1378 他 ． 段丘下位面 34 M B 混入 65 2

⑯ 9 542 浦江 4 次 西区大字金武字浦江 段丘 54 3P ．M C 混入 6 14

⑰ 9 543 浦江谷 1次 西区大字金武字浦江谷 段丘 44 M C 混入 6 14

⑱ 9 666 黒塔 A 2 次 早良区大字西入部 段丘 45 M B 混入 6 14

⑲ 9 718 峯 2次 早良区大字西 段丘 111 S ．M F・S S・F 混入 6 18

⑳ 馬立山 早良区大字西 丘陵 120 K ・P

㊧ 8 722 脇山 A 2 次 早良区大字脇山芋川原他 丘陵 69 M C 254

8816 脇山 A 3 次 早良区大字脇山芋会田 丘陵 82 3P 236

⑳ 937 1 志水 A l次 早良区小笠木 丘陵 103 K 月　4 25

K：ナイフ形石器T：台形石器TZ：台形様石器FP：剥片尖頭器3P：三稜尖頭器AX：石斧BR：彫器S：スクレイノヾ－SS：サイドスクレイパ一
CS：コンケイブドスクレイパーMF：微細剥離のある剥片B：石刃F：剥片C：石核MB：細石刃MC：細石刃核（小畑作成市報399集表．2に加筆・改変）
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区

出山地　凰丘陵　国高位段丘　園中位段丘　圏低位段丘　圏低地　団人工改変地
fig・1周辺遺跡群位置図（1／30′000）（福岡市「福岡市土地分類細部調査報告」1989に加筆．改変）
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平野内での遺跡の分布は、主に室見川中流域左岸の山麓部から広がる標高22～54m程の中位段丘上

・浸食された中位段丘下位面残丘の台地上に①本遺跡や、②羽根戸原C遺跡③羽根戸原A遺跡④笠間

谷古墳群⑬浦江遺跡群⑰浦江谷遺跡群⑬黒塔A遺跡が、右岸の段丘や同じく下位面残丘の台地・独立

丘上に⑨有田遺跡⑫飯倉F遺跡⑬野芥遺跡⑭重留村下遺跡⑮東入部遺跡が、平野前面の第三紀独立丘

陵に連なる中位段丘・古砂丘上に⑧姪浜遺跡が、上流域の段丘上に⑩峯遺跡⑳馬立山遺跡⑪脇山A遺

跡⑳志水A遺跡など、23遺跡が分布している。このうち斜面包含層・遺構内からの良好な状態で検出さ

fig．2　吉武遺跡群調査区配置図（1／5．000）
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れたものは本遺跡第9次調査の水成包含層と、有田遺跡群第6・131・178次調査の新期上部ローム上

部包含層、野芥遺跡第7次調査の5m程の土壌状遺構内のみで、殆どは弥生時代以降の混入・表採．

沖積層中からの検出であり、後世の開削のため原位置を留める資料は少なく、本市の旧石器文化研究

を難しくしている。この点からも今回検出した資料は極めて重要なものであったO

遺跡の時期別にはナイフ形石器文化期は②羽根戸原C③羽根戸原A⑤橋本榎田⑧姪浜⑨有田⑪免⑫

飯倉F⑰浦江谷⑬浦江⑳馬立山⑪脇山A⑫志水Aの12遺跡で、このうち免・橋本榎田遺跡の資料は

沖積微高地上の流入資料である。

細石器文化期は①本遺跡③羽根戸原A③野方勧進原④笠間谷⑥橋本一丁田⑦湯納⑨有田⑭重留村

下⑮東入部⑬浦江⑰浦江谷⑬黒塔A⑪脇山Aの13遺跡で、湯納・橋本一丁田遺跡は同様に流入資料で

あるが、同期は本市域の他の平野に比べ高い出現率である。

遺跡は金武から北東に広がる中位段丘下位面上の扇状地が更に開析された舌状の低台地上に立地し、

北を日向川に、南を大北遺跡群が立地する中位段丘との開析谷に区切られ、第1次調査区と第2次調査
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区、樋渡地区の第4次調査区と大石地区の本調査区、高木地区の第6次調査区のそれぞれが立地する

3つの低台地上に広がっている

本調査区は吉武遺跡群の中央の低台地のほぼ中央に位置し（fig・2）、標高24～30mで南西から北東

に緩傾斜している。検出位置は本調査区の中央第3区西端部の拡張区、標高約28mの地点である（fig．3

・PL1－1）。南西から北東に1・4％程の緩傾斜で下がり、周辺にはこの等高線に沿って古墳時代の掘建

柱建物SB24～SB26、この等高線に直交しこれと同方向に古代の溝SDO2・03が建物を切って流れてい

る。他に弥生時代から古代の土壌・柱穴が散漫と分布し、該期の生活面となっている（fig・4）。

現況は水田で耕作土とこの床土の直下が、これらの遺構の検出面である青灰色水成土層で、この基

盤土層中から旧石器遺物がまとまって検出された。
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fig．4　調査グリッド配置図（1／200）
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第三章　調査の記録

1－1・遺物の出土状況

旧石器包含層発掘の端緒となったのは、第3区調査区西端の拡張区において、1985年10月24日、調

査区全体の空撮準備のための遺構面清掃中に、地山としていた青灰色水成粘質土上面で1点のサヌカ

イト製の横長剥片が食い込んだ状態で検出された事である（P1．1－3）。

筆者はこれを、打点が稜線上で、扇状に広がる横長剥片であったことから瀬戸内技法の剥片と誤認

し本課の山口譲治・吉留秀敏など旧石器を専門とする職員に確認を求めた。結果、瀬戸内技法ではな

いが、旧石器時代の横長剥片であるとの認定を得た。

このため該区の弥生時代以降の遺構調査終了後、検出地点の周り2m四方程を2～3cm掘り下げた

ところ、もう1点の大型の剥片の検出を見た（P1．1－2・4）。よって旧石器包含層の可能性を期待し

つつも大量の未調査区が控えていたため少量の検出を祈りつつ、短期間の予定で、既定の50mグリッ

ドのL－13区南西隅の基準杭より20m東・10m南に測量原点を設け、石器2点を中心に約4・5m四方

のグリッドを設定した。11月19日より移植鐘と竹べらのみで、深さ5cmずつ掘削を開始した。

結果、グリッド中央部の南北方向に25点の細石器・砕片など散布を見たため、このグリッドを第1グ

リッドとし、東西方向への拡張と更に下面の掘削を継続、グリッド中央寄りの北半部に集中が見え始め

たため、南北方向の散布の確認のため任意でほぼ1m四方のグリッドを南西1m程に第2・北側4m

5区　　　N

H＝28．0m

H＝28．0m

H＝28．0m

E　　南壁　W

北壁

W　　　　5区

5区

東壁
S E

0　　　　　　　　　　1m

南壁
W旦雲型Om

H＝28．0m　　　土層名称
1層　青灰色粘質土

2層　青灰色シル上質土

3層　明青灰色粘質土

4層　青灰色シル上質土

5層　青灰色混土砂礫

fig．5　グリッド土層図（1／50）
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程に第3．北側1m程に第4・北西3m程に第5の各グリッドを設定し調査区を拡大した。

第1グリッドは4面にわたって掘削し、資料の分布を見ない部分は次回の掘削部から除いたため、面

を下げる毎に調査面積を減じている。最深部で検出面からマイナス45cm程の掘削となった（PL・3－2）。

結果、第1グリッドより622点・第4グリッドより5点・第5グリッドより1点の石器・剥片・砕片な

ど多量の資料を得た。調査面積は約30㎡、資料は各個に個別ナンバーを与え、1／20スケールでドット

図を作成した。以降の各遺物の出土位置の説明は第1グリッド設定時の南東側の測量原点を基準とし

て、便宜上改めて1mグリッドを1単位とし、北にa～j．西に0～8の各単位の組合せで小区の呼

称とし、各石器の出土位置（表3）は同じくこの原点からの距離で示し、標高は絶対高で示すことと

する（fig．6）。遺物実測図の括弧内は取上№である。検出した石器は黒曜石・サヌカイト製で、細石

刃．細石刃核・スポール・スクレーパー・使用痕のある剥片・石核・剥片・砕片等石器製作を示す一

群と自然礫で、土器は1片も検出されなかった。調査は12月5日に終了した。実働は10日間である。
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1－2・石器出土状況

本調査区の立地する低台地は、火山灰層の基層となる中位段丘下位面の浸食された砂礫層で、今回

細石器文化期の旧石器が多量に検出されたのはこの砂礫層上に堆積した青灰色の水成堆積層からであ

る。厚さ30cm程の水田耕作土と床土の直下にあり、弥生時代以降の遺物包含層は残存しておらず、水

田開削時に大きく削平を受けている。

第1層は青灰色粘質土層で、やや褐味を帯び、東側で15cm西側で8cm程と薄くなる。遺物包含層。

第2層はやや暗色の青灰色シル上質土層で、南西でシル上質が強く、北東で粘質が強まる。広くは堆

積せず、南西側に止まる。遺物包含層。

第3層は明青灰色粘質土層で、ややシル上質を帯び、ほぼ全域に広がる、主要をなす遺物包含層。

第4層は青灰色シル上質土で、緑味を帯び、粗砂・5mm以下の小礫をやや多く含む。遺物は殆ど包含

しない。

第5層は青灰色混土砂礫層で、5～10cm前後の亜円礫で灰味が強い。遺物は全く含まない。
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調査時には各層から土壌分析・火山ガラス抽出を目論んでサンプリングを行った。しかし、今報告

整理中まで所在が不明で、先頃存在が確認されたが、分析の時期を逸してしまい今報告には間に合わ

なかった。

以上のように水成堆積層で、各層は地形の等高線と平行して、南西から北東に緩傾斜している。遺

物の検出は第3層中に集中する（fig・6）。

旧石器の検出はローム層からとの一般通念を抱いている者にとっては我が目を疑う状況での検出で、

調査開始後暫くは上位置の段丘からの包含資料の再堆積の結果であろうと考えていた。

しかし、調査が進行するにつれ、資料に目立ったローリングが見受けられないこと、調査中に接合

資料が確認され、29点もの細石刃核の出土と89点もの細石刃の出土、打面スポールと257点もの剥片と、

225点もの砕片の出土、半径4～5m程の小範囲に資料が密集することなどから、細石器文化期の極め

て良好な石器製作ユニットで、2次堆積資料では無いとの確信を抱くに至った。

整理作業の結果、接合例は100例以上、e3・e4～5・C5・C6・C4・C3・d3あたりに中心があり、

遺物包含層は地形に沿って傾斜しているものの、出土資料の平面での接合方向は地形の傾斜に沿わず

放射方向、接合資料問の距離は最長で4．6m最短では数cm、大多数は1～2mの間に集中し、短距離

でまとまっJている。垂直方向でも最大30cm程と大きな移動はなく、4～8箇所での石器製作単位を示

している。また、上下間での接合関係の帝離はなく、20～30cmの幅の中で各資料が混然としており、

層毎の時期差も考えがたく、ほぼ同時期の原位置を良好に残した出土状態といえる（fig・7）。福岡市

域では細石器文化期の良好な資料は少なく、本調査のようにこれだけの多量の資料がプライマリーな

状態で検出されたのは初めてのことであり、貴重な資料を提供するものとなった。

また、近年、東区雁の巣遺跡の古砂丘上や三苫遺跡・姪浜遺跡などの海岸に面した独立丘上など、

従来では思いも寄らなかった地形での旧石器時代遺跡の発見がつづいており、本調査区での検出も水

成堆積層中という新たな旧石器時代遺跡のフィールドを広げたものとおもわれる。
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2・出土遺物

出土石器は、出土位置を記録した649点と一括で取り上げた4点のうち、大型礫や石器以外の小礫な

どを除く、総計624点を分析の対象とした。石器に使用されている石材は黒曜石とサヌカイトの2種類

である（表2）。点数別では、黒曜石331点、サヌカイト293点、重量別では黒曜石620．55g、サヌカイ

ト1190．05gの内訳である。

石器の種類には、細石刃、細石刃石核、スポール、細石刃スポール、スクレイパー、使用痕のある

剥片、石核、剥片、チップなどがある。表1に示したとおり、細石刃関連資料には主に黒曜石が使用

されており、これとは反対にスクレイパーはサヌカイトが主に使用されている。

風化の状態や色調、表皮や内部の流理、質感などの特徴から、黒曜石製石器は個体別に大別14種、

小別22種に、サヌカイトは大別6種に分離できた。個体によってはマンガンの付着状態などによって、

同一母岩のものを分離してしまっている可能性もあるが、分布状況からも若干の補正を加えた。黒曜

石の場合にはほぼ分離できたものと思われる。ただし、個体別資料5と同7、同5と同8の一部には

その特徴が重なる部分が存在する。サヌカイトは個体別資料15・17・19以外は個体識別が困難であり、

6種にしか区別できていない。とくに個体別資料20は同16・18と部分的に共通する特徴をもっものも

あり、細分もしくは、他群に入る可能性のある資料も存在するが、時間的制約から十分な検討を行っ

ていないことをお断りしておく。なお接合率は黒曜石78点（24％）、サヌカイト35点（12％）である。

実測図は黒曜石327点（99％）、サヌカイト166点（57％）を収録している。

出土遺物の記述は、この個体別に行う。なお、個別石器の器種名・法量などの属性や出土位置に関

しては表3に示したとおりである。また、石器出土状況の分布図には剥片・チップ以外の石器および

接合資料のみの番号を表示した。それ以外の出土位置に関しては、表3を参照されたい。

表2　出土石器の個体別点数・重量

個体
石　 材

番
細石刃

石核

（m c）

細石 刃
細石 刃

スポー
打面 ス

ポール

（sp a le）

ス クレ

イパ ー

（sc）

使用痕

のある 石核 剥片 チ ップ 点数 重量合 点貌 重量合

番号 田寺 （m b）． ル

（m b－S）

剥片

（u fl）
（co re） （fi） （ch ） 合計 計 （g ） 合計 計 （g）

1 黒　 曜　 石 1 1． 1 5 3 10． 17・6 0

3 31 62 0．5 5

2 黒　 曜　 石 2 3 2 1 5 4 15 3 9．8 5

3 黒　 曜　 石 3 2 1 5 8 3 6・4 0

4 黒　 曜　 石 4 1 5 6 9．9 0

5 黒　 曜　 石 5 18 1 1 28 31 79 8 6・5 5

6 黒　 曜　 石 6 11 14 2 1 9 19 56 1 10．10

7 黒　 曜　 石 7 1 1 2 1 －2 2 9 12．70

8 黒　 曜　 石 8 10 4 3 1 1 3 4 1 42 14 1 28 5．3 5

9 黒　 曜　 石 9 2 2 0．4 0

10 黒　 曜　 石 10 1 1 0・3 0

11 黒　 曜　 石 1 1 1 1 0．10

12 黒　 曜　 石 12 1 1 0．10

13 黒　 曜　 石 13 1 1 15・0 0

14 黒　 曜　 石 14 1 1 6・20

15 サ ヌカ イ ト 1 1 2 2 4 2 7 1 05．25

293 11 90・05

16 サ ヌカ イ ト 2 1 16 12 29 1 10．35

17 サ ヌカ イ ト 3 16 12 28 35・60

18 サ ヌカ イ ト 4 1 2 24 5 3 2 2 50．05

19 サ ヌカ イ ト 5 2 2 4 43．60

20 サ ヌ カイ ト 6 1 1 3 2 7 7 89 173 6 45・20

合　　　 計 29 87 6 1 7 4 ．8 2 5 7 2 25 6 24 18 10．60 624 18 10．60 ，
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（1）黒曜石

個体別資料1：黒色透明黒曜石（obl）

a．母岩の特徴

透明感のある黒色の黒曜石で、縞状の流理は認められない。

b・点数（総数・器種別）

本個体に属する石器は10点で、細石刃核71から剥離された調整剥片やチップが3点、細石刃が1

点存在する（fig・9）。

C・分布（接合例）

出e－3・4区を中心とした直径60センチの範囲に集中し、その他の地点への分布は認められな

い（fig．8）。きわめて分布域が限定される個体である。チップ73と細石刃核71が接合し、20cmの距

離である。垂直分布の幅は最大で15cm程度である。

d．行為の復元

細石刃石核を作成した痕跡であり、調整剥片（4～9）が剥離されて、その後細石刃が剥離され
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1（71＋73）

ごゝ4（406）⊂＝ゝ　5（247）

亡＝＝77（81）

＜ごゝ10（214）
Jq

∠⊃
‾6

11（232）

5cm

2：3

fig．9　個体別資料1石器実測図（2／3）

たものと患われる。10（214）・11（232）は初期の細石刃と思われるが、真正な形態のものではない。

細石刃核71からは側面にかけて薄手の不整形の細石刃6・7本が剥離された痕跡があるが、本調査

区内からは出土しておらず、調査区外に存在するか、遺跡外へ持ち出されたものと考えられる。

e・剥離技術の特徴

細石刃核は側面から連続する剥離で打面を形成して、小口もしくはその側面後方まで細石刃剥離

を実施している。石核の調整は剥片素材の主要剥離面を打面として背面の自然面側へ連続して周囲

を巡るように行っている。素材剥片の剥離面と調整剥離以後の剥離面とはパティナが異なる。

個体別資料2：灰色黒曜石（ob2）

a・母岩の特徴

乳白色を呈する。扁平な円礫素材である。

b．点数（総数・器種別）

細石刃核2点、細石刃2点、細石刃スポール1点、石核調整の剥片・チップ9点から構成される

（fig10）。

C．分布（接合例）

1区北部に集中し、東側に散漫な広がりをみせる（fig．8）。接合資料12にみるように、扇平円礫

素材の剥片剥離工程から細石刃剥取に至るまでの過程が復元できる。平面的には1区北側の2つの

ブロックを中心とした地区の問で接合関係が認められ、13の細石刃石核の分割資料がおよそ3mの

距離をもつ。これは12に示すように12→19への段階で剥離された剥片を素材としたもので、一連の

工程のものであるが、2ヶ所において行為が展開されたことを示している。これらの垂直分布の距

離は30cm以内に収まる。

d．行為の復元

円礫を分割するように剥離し、それぞれにおいて細石刃核を作成している。細石刃石核から細石

刃の剥離に至る行為は2つのブロックを中心に行われている。剥離の順序を追うと、この2つのブ
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ロック間を石器が交互に往来するような現象とも考えられるが、むしろ剥離後の石器の移動を想定

する方が自然であろう。細石刃剥離作業はf－3区において実施されたものと考えられる。43は分

布の中心から離れており、これも剥離後に移動したものであろう。

e．剥離技術の特徴

扁平円礫の小田部の礫面を打面として剥片を剥離し、分割礫状の素材を得ている。その際、薄手

の剥片を素材として細石刃剥離を実施したのが、13（68＋523）の石核であり、厚手のものが23

（412）である。それぞれ剥片の主要剥離面側から連続する剥離によって打面や作業面を形成してい

る。13は側方打面形成後に細石刃剥離面側から打面の再調整剥離を実施しており、その時点で2つ

に分割したと考えられる。最終的には2枚以上の細石刃剥離を実施した後に廃棄されている。23は

3枚の作業面形成剥片を剥離し、上下から側面を調整し、引き続き打面を側方連続剥離によって形

成している。打面調整を行い3枚ほどの細石刃を剥離している。細石刃24（221）の頭部は調整され

ていない。221を剥離した後にさらに1枚の細石刃が剥離されているが、この段階でヒンジフラク

チャーが発生し、細石刃石核は廃棄されている。25（43）と26（157）は別個体の可能性もある。
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個体別資料3：暗青色黒曜石（ob3）

a．母若の特徴

一見、サヌカイトに似た風化面をもっ青色黒曜石で、破損面をみると鈍い光沢をもつ暗青色の地

肌である。礫面は粗い縞状の流理を示す。

b・点数（総数・器種別）

総数で8点のみである。内訳は細石刃石核2点、打面形成スポール1点、剥片5点である（fig．12）。

細石刃は検出されていない。34（265）は接合はしないが、厚さや礫面の状況からみて、31の素材

と同じ剥片の一部であろう。

C．分布（接合例）

1区の北西側を中心として分布している（fig．11）。接合資料は2点存在し、31は細石刃石核

（503）と打面形成スポール（305）の接合例である。およそ1mの平面的距離をもって出土した。レ

ベル差は14cm程度である。38は剥片2点（336＋354）の接合例である。外側の剥片（336）がおよ

そ2mの距離を隔てて、1区の南側から出土しており、これが本個体の中で、集中区を外れる唯一

のものである。レベル差は11cm程度である。

d・行為の復元

母岩の礫（石核）は本調査区内に存在せず、剥片と細石刃製作に関わる資料がe・d－4・5区

を中心とした地点に集中している。その細石刃剥離作業も、35（290）の石核に関しては、細石刃

石核の製作に関わる資料や細石刃が欠落しているのに対し、33（503）の細石刃石核は明らかにこの

場所での石核の製作、細石刃の剥離が実施されているなど、個体内での利用状況が異なっている。

これは、素材剥片と完成された細石刃石核の2種の形態で本地点に持ち込まれ、素材剥片が細石刃

塵あ　　　　ー⑰一

31（305＋503）　　　　　32（305）

∵－、．－．∴
てこ二二⊃

0

fig．12　個体別資料3石器実測図（2／3）
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剥離に使用された可能性を示している。また、他の剥片も接合できないことから、剥片の状態で持

ち込まれた可能性が高い。35（290）の石核は細石刃剥離後に廃棄されており、本地点において本石

核から細石刃剥離が行われた可能性もある。ただし、いずれも細石刃は発見されておらず、ここで

生産された細石刃は調査区外もしくは遺跡外へ持ち出されている。

e・剥離技術の特徴

剥片および剥片は礫面もしくは平坦な剥離面を打面として、直接打法によって剥離されている。

母岩は亜角礫状の形態をもっていた可能性が高い。細石刃石核の特徴は、分割礫状の厚めの剥片の

小口面を作業面に設定しており、剥片の側片を無調整のまま石核の下縁として利用している033

（503）は縦方向の削片を剥出して、直接細石刃剥離を行う。35（290）の打面を観察すると、縦方

向の調整が行われた可能性がある。細かな頭部調整の痕跡は認められない。

個体別資料4：青灰色黒曜石（ob4）

a．母若の特徴

白く風化した滑らかな外表皮面をもっ。剥離面は鈍い光沢をもっ青白色を呈する。

b．点数（総数・器種別）

6点のみの出土である。剥片5点と細石刃の胴部1点から構成される（fig．13）。

C．分布（接合例）

1区の北部を中心とした分布をもっ（fig．11）。2例の接合例がある。41は縦長の外表皮をもっ剥

片（4＋476）の2分割したものが接合した例である。平面距離で1・8m、レベル差は24cmである。42

も外表皮をもっ貝殻状の連続する剥片（234＋304）の接合例である。平面距離で2m、レベル差は

2cmと、ほとんどない。

d・行為の復元

1区の北部を中心として細石刃石核の製作と細石刃剥離が実施された個体と考えられる。外表皮

をもっ剥片類は石核製作の調整剥片と考えられるが、細石刃石核やその他の細石刃剥取までの調整

剥片が欠如しており、本調査区内では細石刃剥離は実施されていない。関連資料が周辺部に存在す

るか、もしくは作業が遺跡外で実施され、再び細石刃が持ち込まれた2つの可能性が考えられる。

e・剥離技術の特徴

剥片の形状からみて、扁平な円礫を素材として、個体別資料2と同様な剥離が実施されたと考え

られる。周辺の調整剥離は直接打法による。細石刃の剥離法に関しては不明である。

成一

葦‖1－－一）－一－一世
く＝ゝ

く＝ゝ
41（4＋476）

メ雲六一

⊂二二＞　44（234）

⊂二二＝－　　43（304）

三一三
と＝ゝ　45（99）

0
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fig．13　個体別資料4石器実測図（2／3）
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個体別資料5：黒色縞状黒曜石（ob5）

a．母岩の特徴

黒色生地に白色の縞が入る黒曜石で、外表皮は白色の風化面を呈する。接合資料によれば、5～

6cm大の円～亜角礫の母岩である。資料によっては表面が橙色を帯びる風化面をもつもの（5b）、

若干青みを帯びたもの（50）、白色を帯びたもの（5d）があり、それぞれ4点、2点、3点が

これに属する。

b．点数（総数・器種別）

総数で79点が出土した。内訳は、細石刃18点、細石刃スポール1点、石核1点、剥片28点、チッ

プ31点である　仔ig．15・16）。

C．分布（接合例）

5区の1点の細石刃資料を除くと、分布の中心は、大きく1区の北側と南側の2つの集中区に分

かれる（fig14）。北側はさらにf－3・4区とe－4・5区の2つに分かれる。南側はC－4・5

区付近に比較的密集した状況である。先に述べた表面の風化状況による群（5a～5d）ごとでは、

その分布に際立った特徴は認められない。接合資料は3例存在する。もっとも多くの資料が接合した
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のが47で、12点の資料が接合した。これらは母岩を2～3分割したうちの2つの分割礫〔48と57〕

に分けられ、48が調整剥片同志、57が石核と剥片の接合を示す。48は9点の調整剥片で構成され、

内側の石核は発見されていない。最大平面距離で2・5m離れるが、レベル差はほぼ20cm内に収まる。

また、57は1点の石核に剥片2点が接合したもので、80cmの平面距離をもっ。他の接合例2例は、

いずれも剥片2点が接合したもので、95は40cm、92は70cmの平面距離をもっ。

d．行為の復元

接合例47の分布からみると、母岩からの剥離は南側の集中区と北側のブロックにおいて分かれて

実施された可能性が高い。ただし、47の剥離行為は南側のブロックにおいて実施され、大型の剥片

56（418）のみが北側のブロックへ持ち出されている。細石刃は北側に主に分布するため、47の分割

礫のうちの一つの剥離と48で製作された可能性の高い細石刃石核による細石刃剥離は北側で主に実

施されたと考えられる。それは、打面を再調整したと思われる剥片85（124）や87（83）、そして同

様な剥片の接合例92が北側に分布すること、細石刃が主に北側に分布することなどを根拠としてい

る。ただし、これらの石核は調査区内では発見されていない。

e．剥離技術の特徴

母岩礫の分割や調整剥片の剥離には直接打法が使用されている。石核60（366）の主要剥離面や調

整剥片49（335）～54（435）の打面をみると、母岩礫の分割面はかなり平坦であり、このような礫

の分割には両極打法以外にいかなる技術が用いられたのか不明である。細石刃の打面は小さいもの

もあるが、頭部調整は顕著ではない。石核とした60（366）は接合した剥片58（334）や59（321）

以外にあまり大きな剥片は得られておらず、細石刃石核ブランクの製作途上の資料の可能性もある。／

個体別資料6：灰白色黒曜石（ob6）

a．母岩の特徴

灰白色～灰青色を呈する黒曜石で、風化面は光沢がない白味を帯び、一見サヌカイトを思わせる。

割田を観察すると、光沢のある青白～青灰色の黒曜石であることがわかる。風化表面はザラザラし

た質感がある。風化面に縞状流理を観察できる。青色が強く表れ、やや木目細やかな質感をもつも

のを6bとして区別して表示した（5点）。

b．点数（総数・器種別）

総数で56点の資料がある。細石刃石核11点（接合により9点から構成されることが判明）、細石刃

スポール2点、細石刃14点（頭部5点、胴部7点、尾部2点）、使用痕のある剥片1点、剥片9点、

チップ19点の内訳である（fig．18・19）。

C．分布（接合例）

1区e－4・5区を中心とした直径80cmの範囲におよそ半数の資料が集中しており、この中での

接合関係が顕著である（6g・17）。その北東側のf－3区にも6点余りのやや集中した地点があるが、

ほかは1区の北西側に散漫に広がっている。6aと6bの際立った分布上の差は認められない。接

合資料は4例存在する。126は細石刃石核2点（111と150）と剥片1点（245）が接合した例であり、

石核同志が70cm、剥片とは1．2mの距離で隔たっている。レベル差はおよそ12cmである。接合例130

は4点の細石刃石核関連資料が接合したもので、大きくは打面形成剥片（636）と石核132（253＋

416＋499）に分かれる。131（636）は小口から細石刃を剥出しており、細石刃石核として利用され

ている。石核132は細石刃剥離が進行した段階で2分割され、最終的には細石刃石核133（253）と石

核134（416＋499）として再利用されている。接合距離は平面で40cmである。接合例137も細石刃石
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核の製作段階を示す資料で、接合例130と重なるような分布域をもっ。石核138（257＋260）と細石

刃スポール139（489）が接合したものである。その分布域は平面的にほぼ30cm内に収まる。接合例

140も同じ分布域を持っ資料で、131（636）の背面部の調整剥片と患われるが、それとは接合してい

ない。3点の剥片が接合したが、それぞれ30cmほどの平面距離をもつ。接合例144は砕片同志の接合

例であり、20cmの距離をもって接合した。細石刃削片とした145（420）は、接合こそしないものの、

側面観からみて細石刃石核146（154）から剥離されたのは確実であり、両者はおよそ50cm離れてい

た。

d．行為の復元

接合資料126と130は、その表面の特徴からみて、同一の大型剥片から剥離された分割片を素材

にして細石刃石核の製作や細石刃の生産を行ったものであることは明らかである。また、その際の

調整剥片と考えられる接合例140や細石刃石核の接合例137、細石刃石核146（154）・147（173）もほぼ

同じ分布域をもっことから、この1区北側で剥片の調整や分割、そしてe－4．5区の集中ブロッ

クにおいて細石刃生産を頻繁に行ったことが推察される。細石刃はこれらの集中ブロックを取り囲

8　　　　　　　7　　　　　　　6　　　　　　　5　　　　　　　4　　　　　　　3　　　　　　　2　　　　　　1

」

1

5　区
㊤

拡大図　 253＼ 土4グリッド
154　● 489

260 1

1 7　 261

l
i
！　　 502

1　　　　 ●
i 411 4

1
l
i
l
l
l
i
i
1
－
i
一

・ ㌦　 ．。

i　　　　　　　　　　　 －
l

e－4グリッド

・501　　　 151

●

0　 2愚 539

●

416

．

●　 ●542

636　　　　 30 cm
l

h

4　 区

g

f

1　 区

。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・　　　 ●

．　　　　　　　　　　 ．　 245

e

1

i・　　　　　　　 。102　 ．　 63　 ．

1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 23

●l・ ．　　　　　　　　　　　　　 ．
．
420　　　 。273

● 111　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・

d

●　　　　　　　　　　　 283　　　　　　　　　　　　　　　　　　 18

．　　　　　　 ●394

●9

●313

●

●　　　　　　　　　　　 ●346

C

．459

。　　　　　　　 1　　　　　　　 2 m －

i　　　　　　 1　　　　　　 1　　　　　　　　　　　　　　 1

1　　　　　 1　　　　　 1　　　　　 1　　　　　 ，

b橿

fig．17　個体別資料6出土状況図（2／125）

－　23　－

E
C＝0
く＝）

。。
N

日

出
J

鬼
・・



．．∴）・∴1

＼∴∴十一
126（111＋150＋245）

127（245）

130（253＋416＋499＋636）

－
∴
）
．
田
、
133（253）

fig．18　個体別資料6石器実測図1（2／3）

－　24　－

129（111）

131（636）

電靭
134（416＋499）

／＝⊃136（416）



m
吊
・
記
事
口
‥
㌣

137（257＋260＋489）

．＿七一一52

＿■くゝ

言
138（257＋260）

‾こご－ニ一一、－

139（489）

感堅勤 去）－53－’一

く二三芦≡＞140（151＋261＋502）

⊂ガ144（490＋539）『

く＝＝2－164（259）

．∈＝＝＝＝0168（95）

琶汐
ccｴゝ179（236）

壷C一芸蔓l±≡∋幸琴－．芸≧＞
くこ＝＞143（151）

超ゝ

．雲＝：∋■

141（502）

く二二③＞　　　　∠二二っゝ

てこ＝＝＝＝7142（261）

146（154）
147（173）

轄聾。輔－堅讐1，第里。
三一；，：l≡l：…一三辛

157（459）158（411）
くつ154（18）155（313）156（63）

．多昌
一亡竺－ゝ

159（23）

8－靭陽一謬
ccユ165（291）＜＝＞一166（252）

－馴
一感飽

く＝＝ニー170（635）

⑳
169（65）　c＝3174（112）

161（399）

宇一言l≡
∠＝＝＝竃ゝ

l三．／
ーミニ＝＝7167（93）

盛一三
＜＝＝＞171（423）

二三一〔三
163（638）

亡＞
162（346）

∠Ca

l空：l三
一＝＝＝＝＞172（21）

一■≠－．1こ一

一◎－∈6
．篭＝，．173（98）

三吉£
．己＿．1，．177（491）

∠ユ175（506）176（501）と表竃遠
．

こ二二．二　一二＝

＿一一＿　　　　　　　　　　　ゴアヽ一　　　　　　　　　一書写辛さ一

一番昌一こ一三工フミ。
『00（604）竃。5。。。電竃2（475。

fig．19　個体別資料6石器実測図2（2／3）

－　25　－

178（541）

三一芸恵三一恵ニ
ロ，　　　　　　　　　．く＝ゝ

183（552）竃4（78）185（505）
0　　　　　　　　　　　　　　　5cm

2：3



むように広く分布しており、細石刃の製作と利用が異なる場所で行われたことを示している。

e．剥離技術の特徴

細石刃石核は扇平な大型剥片もしくは扇平な板礫を素材とし、分割や剥離によって得られた分割

片もしくは剥片を素材としている。共通する点は素材の主要剥離面や背面を側面に設定し、小口面

を細石刃剥離の作業面とする点である。また、下線や側片調整はほとんど行わない。打面形成は横

方向からの連続剥離や横方向もしくは縦方向からの1枚のスポール剥出によって行っているが、平

坦な面が確保できれば、分割面などをそのまま利用している。打面調整は必要な際にのみ実施して

いるO　また、131（636）にみられるように、スポールの小言を利用して、彫器の削片剥離のように

細石刃を剥離する細石刃石核も存在している。細石刃の打面は三角形状になるものがあり、頭部調

整は顕著でない。

個体別資料7：黒色不透明黒曜石（ob7）

a・母岩の特徴
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不透明で、若干赤味を帯びるように風化する黒曜石である。光沢はある。

b．点数（総数・器種別）

総数で9点出土した。細石刃石核1点、細石刃スポール2点、細石刃1点、使用痕のある剥片1

点、剥片2点、チップ2点の内訳である（fig・21）。

C．分布（接合例）

1区西半部に散漫に分布する（fig・20）。接合例は186（263＋622）の1例であり、その平面距離

はおよそ2mである。

d・行為の復元

細石刃191（441－1）や細石刃石核の頭部の調整剥片と思われるチップ193（640）の存在を考慮

すると、細石刃石核188（263）やそれから剥離されたと考えられる細石刃スポール189（250）以外

にも細石刃剥離が実施されている可能性が高い。また、細石刃石核188と接合する使用痕のある剥片

187（622）の存在からも母岩疎（円～亜角礫）が持ち込まれて、素材剥片の生産から細石刃剥離ま

での工程が実施された可能性も想定できるが、もう一つの細石刃石核およびこれらの素材を生産し

た石核が欠如しており、調査区外に存在するか、遺跡外への持ち出しの可能性もある。

e．剥離技術の特徴

細石刃石核188（263）をみると、剥片の側片を調整して打面を形成し、小口面から細石刃を剥離

する。これは彫器とも考えられるが、個体別資料6の剥片製細石刃石核の例137・146・147と共通す

る技法であり、細石刃剥取を目的とした石核と思われるO　また、幅広の剥片利用の細石刃石核もし

くは柱状の細石刃石核が存在したことは、細石刃191（441－1）や打面調整剥片193（640）から明

らかであるが、現物が未発見のため詳細な技法は不明である。

個体別資料8：青灰色黒曜石（ob8）

a．母若の特徴

もっとも多量に出土した黒曜石である。青色を基調とし、鈍い光沢をもっ。流理の有無や表面の

質感などから5類に分類した。ただし、それぞれのタイプの中間的なものも存在し、有意な個体差

としては把握できなかったので、同一個体として扱うことにする。

8a：縞状の黒い流理構造が目立っものである。81点がこれに属する（fig・23：196～fig・25：280）。
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このうち8bとの中間的な特徴をもつものがあり、8a’（3点）として区別している（fig．25：278～

280）。

8b：流理がほとんど認められず、色調は青味が濃く少しざらついた表面をもっ。37点がこれに

属する（fig・25：281～fig・26：320）。このうち若干白味を帯びるものを8b’として区別した。細

石刃2点がある　仔ig．26：319・320）。

8C：やや黒赤味を帯び、光沢がある。割田は濃い黒青色を呈する。10点がこれに属する（fig・26：

321～331）。

8d：8Cに比べ青味が強く、光沢がある。10点がこれに属する（fig．27：333～341）。

8e：青黒色の生地に白色の流理模様が顕著な黒曜石である0　3点がこれに属する（fig．27：342

～344）。

b．点数（総数・器種別）

総数で141点が出土している。細石刃石核10点、細石刃43点（完形6点、頭部16点、胴部13

点、尾部8点）、スクレイパー1点、使用痕のある剥片1点、石核3点、剥片41点、チップ42点
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の内訳である。

C．分布（接合例）

4区に3点、残りは1区に散漫に分布する　仔ig・22）。石材別では8e類（3点）が比較的近接し

た地域にある他は分布域が広い。接合資料は11例存在する。接合関係からみると、e－4．5区を

中心とした集中区から東・東南方向への石器の動きが一つ認められ、もう一つはC－2～5区間の

動きが認められる。接合例214は石核と剥片・チップが各1点ずっ接合したものであるが、チップ

215（8）が石核と2・3mほど離れて出土した。レベルは20cmほどの差がある。接合例218は縦長の剥

片2点（1点は2分割）が接合したもので、2つの剥片の平面距離はやはり2・4mほど離れているO

レベル差はおよそ13cmである。接合例221、224、228も剥片同志の接合例であり、平面的にはそれ

ぞれ、1．8m、1．9m、0・3m離れたものが接合している。接合例278は石核（175）とスクレイパー279

（31）が接合したもので、50cmの平面距離をもっ。接合例281は細石刃石核282（123）の打面作成

剥片（チップ）283（293）・284（508）と石核から剥離された細石刃285（417）の接合例である。283

（293）が80cmほど南へ離れているが、e－4・5区を中心とした集中区において細石刃石核の製

作・細石刃剥離が行われている。接合例291は細石刃石核292（642）と打面形成剥片293（121）の接

合例である。e－4・5区の集中区内で60cmほど離れて出土した。接合例294は剥片の分割片が2点

接合したものである。e－4区内で40cmほど離れて出土している。接合例321は打面形成スポール

323（149）と細石刃石核322（284）が接合したもので、e－4区内で70cmほど離れて出土した。接

合例333は剥片の分割片同志が接合したもので、一方は細石刃石核（152）として利用されているO

e・f－5区で30cmほど離れて出土した。

d．行為の復元

細石刃石核はe－4・5区に集中し、その近辺での直径1m円内での接合例が多いことから、細

石刃生産はこの付近で行われた可能性が高い。ただし、接合例281およびその調整剥片と思われる

286～290の分布は南側へ広がり、やや散漫な分布状況を示す。これは最終的な細石刃剥取が行われ

た地点とそれまでの石核の調整作業が行われた場が異なっていたことを示している可能性もある。

これに対して細石刃はかなり広範な分布域をもっており、同様な現象は個体別資料6においても認

められた。使用の場の違いを示しているのであろう。

e．剥離技術の特徴

細石刃石核にみられる形態は、剥片素材のクサビ状を呈するもの：196（172）・282（123）・292

（642）・322（284）・324（161）・333（152）・343（156）と角柱状のもの：197（572）・335（169）・

342（166）の2タイプが存在する。クサビ状のものは剥片の主要剥離面や背面を側面に、側片部を

打面に設定し、小口面から細石刃を剥離するもので、打面形成以外はほとんど石核調整を実施しな

い。これに対して角柱状のものは石核背面などを調整剥離して形状を整えている。そして打面転位

も認められる。また、小型の剥片を剥離した小石核217（344）があり、素材の主要剥離面を打面と

して側辺部に連続する剥離を行う。しかし、これも個体別資料5の同タイプの石核60（366）と同

じように細かな剥離が施され、ほとんど有用な大型の剥片は得られていない。スクレイパーと接

合した石核278（175）も長さ1．5cmほどの剥片4・5点が剥離されているが、その用途は不明である。

これらは剥片剥取が目的ではなく、器体の調整剥離の可能性もある。細石刃は301（484）・302

（485）のように点状の打面をもっ資料が存在するが、主体は頭部調整がほとんど施されない資料で

あるO
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個体別資料9：黒色光沢黒曜石（ob9）

a．母若の特徴

光沢のある黒色の黒曜石で、不純物を含まない。個体別資料1（obi）に似るが、透明感がなく、

別個体として区別した。

b．点数（総数・器種別）

細石刃2点346（287）・347（16）がある（fig．27）。頭部と胴部で、微細な剥離痕をもつ。

C・分布（接合例）

接合はなく、分布は1区の中央やや北よりに2mほどの距離を置いて出土した（fig．20）O

d．行為の復元

使用痕が認められることから持ち込まれた細石刃の可能性がある。

e．剥離技術の特徴

細石刃346（287）にみるように頭部の調整はあまり顕著でなく、本遺跡で認められる細石刃剥離

技術と同じ技術的背景のもとに生産されたものと考えられる。

個体別資料10：黒灰色黒曜石（ob10）

a・母岩の特徴

やや灰色味を帯びた黒色黒曜石で、若干濁りのある不透明感をもっ。

b・点数（総数・器種別）

345（565）の細石刃の頭部1点がある（fig．27）。微細な剥離の使用痕をもっ。

C．分布（接合例）

1区南西隅から出土した（fig・20）。

d．行為の復元

使用痕跡があり、他の製作関連資料を持たないことから、持込の可能性が高い。

e・剥離技術の特徴

頭部調整はやはり顕著でない。

個体別資料11：暗茶色黒曜石（obll）

a・母岩の特徴

脈状の縞をもち、透かすと若干濁った透明感をもっ。

b・点数（総数・器種別）

細石刃の胴部348（27）の1点があるのみである（6g．27）。

C．分布（接合例）

1区の南側中央、C－3区から出土した（fig．20）。

d．行為の復元

使用痕が認められ、搬入された石器と考えられる。

e・剥離技術の特徴

不明。

個体別資料12：黒茶色黒曜石（ob12）

a・母岩の特徴

－　35　－



透かすと茶色味を帯びた透明感のある黒曜石である。

b．点数（総数・器種別）

細石刃の胴部349（197）の1点があるのみである（fig・27）。

C．分布（接合例）

1区の北側東部、e13区から出土した（fig．20）。

d・行為の復元

搬入された石器と考えられる。

e．剥離技術の特徴

下端にファシット状の剥離および微細な剥離が認められる。

個体別資料13：灰青色黒曜石（ob13）

a・母岩の特徴

個体別資料8のうち（ob8a’）に似るが、副田の観察によると若干青味が強い。板状の礫素材か

ら剥離された可能性がある。

b．点数（総数・器種別）

使用痕のある剥片350（106）が1点あるのみである（fig．27）。

C．分布（接合例）

1区e－3区から出土した（fig．20）。

d・行為の復元

持込品の可能性がある。ただし、個体別資料8（ob8）に含まれる可能性もあり、積極的に評価す

ることは避けておく。

e．剥離技術の特徴

不明。

個体別資料14：青白色黒曜石（ob14）

a．母若の特徴

個体別資料8（ob8）もしくは同13（ob13）に似るが、白色のパティナが薄く覆い、長石の斑点

がかなり多く認められ、区別は可能である。質感としてはザラザラした感がある。

b．点数（総数・器種別）

剥片351（497）の1点がある（fig・27）。

C．分布（接合例）

1区f－4区から出土した（fig・20）。

d．行為の復元

単体の資料であり、搬入品と考えられる。

e・剥離技術の特徴

円礫状の母岩礫からの直接打撃による平坦打面からの剥片剥離である。

（2）サヌカイト

個体別資料15：黄灰色縞サヌカイト（andi）

a・母岩の特徴
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流理構造が発達したサヌカイトで、風化の度合いが強く、表面は黄灰～灰色に風化する。白色の

縞が顕著である。母岩の形状は角礫もしくは板状礫であろう。

b．点数（総数・器種別）

総数で27点の出土がある。この中には一括で取り上げた2点の資料も含まれている。器種別数は、

石核1点、剥片22点、チップ4点である（fig．29）。

C．分布（接合例）

1区内からほぼ4つのまとまりをもって出土した（fig．28）。もっとも集中するのは北東隅のブロ

ックで、12点ほどが近接して出土している。この内部で1点の分割剥片の接合例である373（70＋

74）が50cmほどの距離をもって検出されたOその他は散漫な分布状況を示す。接合例375は石核376

（30）に剥片3点377（329）・378（625）・379（370）が接合した例である。石核376（30）と剥片379

（370）は近接しているが、他はおよそ2～4mほど離れている。

d．行為の復元

接合例375によると、剥片素材の石核から剥離された剥片が散漫に分布しており、移動しながら

剥片剥離を行ったか、もしくは剥片がその後に移動したもののいずれかと考えられる。その中でも
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北側の集中ブロックで集中的に剥離が実施されたことは確実である。その他の剥片を観察すると、

接合資料375の剥片以外には大型の母核から剥離された痕跡をもっものはなく、礫素材ではなく、剥

片として素材が持ち込まれ、剥片の生産が行われたものと考えられる。

e・剥離技術の特徴

376（30）の石核は、素材剥片の主要剥離面から大型の貝殻状の剥片377（329）を剥離し、連続

する微細な剥離で同面を整えた後、背面に打面を移し、378（625）や379（370）などの剥片を連続

的に剥離している。しかし、この石核からは形状の整った大型剥片と呼ばれるものは377（329）の

みしか剥離されておらず、352（243）もそれ以前の剥離によって生産された可能性が高いものの、

その数はわずかである。これら不定形な剥片がどのように利用されたのかは不明であるが、石核自

体が調整され、石器として利用されようとした可能性もある。

個体別資料16：灰色サヌカイト（and2）

a．母若の特徴

灰色の風化面をもち、表面の質感はザラザラしている。後述する個体別資料17と比べると、風化

は浅く、白濁も薄い。小型円礫と思われる母岩群381～383・387・391が含まれ、384に見られるよう

に平坦な礫面がある資料もあり、母岩が分かれる可能性もある。

b．点数（総数・器種別）

総数で29点が本石材群に属する。石核1点、剥片16点、チップ12点の内訳である（fig・30：380～

396）。

C．分布（接合例）

1区内に散漫な広い分布域をもっ（fig．28）。接合資料は2例存在するが、380（470＋277）・383

（107＋472）のいずれも小型円礫の母岩から剥離された剥片の接合例で、1区中央部でおよそ1m

の距離をもって接合した。同類の剥片：387（10）・391（373）はこの付近に集中している。

d．行為の復元

小型円礫の母岩の剥離は1区中央のdl4区を中心とした地点で行われたことは明らかであるが、

石核が調査区内では検出されていない。石核384（188）は分布の東端に位置し、剥片群との有機的

な関係を説明するには情報不足である。

e．剥離技術の特徴

石核384（188）は剥片素材の背面側から数枚の貝殻状の剥片を剥離した後、打面をこの面に移し、

主要剥離面側へ求心的な剥離を実施している。388（315）のような剥片が得られているが、これ以

上大型の剥片は得られていない。

個体別資料17：白灰色サヌカイト（and3）

a．母岩の特徴

白色に著しく風化した表面をもち、質感はザラザラである。

b・点数（総数・器種別）

小型の剥片・チップのみで構成される。剥片16点、チップ12点の内訳である（fig．32：399～421）。

C．分布（接合例）

分布状況をみると、大きくは1区の北側中央部と南西側に分離できそうであるが、さほど集中

した状況とは言えない（6g・31）O接合例399（582＋79＋255＋153）は底面をもっ貝殻状剥片4点の
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0

fig．30　個体別資料16・19石器実測図（2／3）

398（51）

接合例であるが、最大で4．2mほどの距離がある。接合例404（528＋621）は2分割した剥片が60cm

ほどの距離をもって出土し、接合したものである。

d・行為の復元

石核自体が不在であるが、風化の度合いは地点によって異なるため、サヌカイトの他の個体別資

料中のものがこれに該当する可能性もあり、石核の不在は絶対的とは言えない。接合例の剥片の動
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きからすると剥片400（582）は剥離後に南西端に運ばれた可能性がある。

e・剥離技術の特徴

接合資料399によれば、底面のある薄手の剥片素材の調整剥離が実施されことが分かるが、それ以

外の剥離技術に関しては不明である。

個体別資料18：灰青色縞サヌカイト（and4）

a・母岩の特徴

灰青色のサヌカイトで白色の縞状流理が顕著に認められる。

b．点数（総数．器種別）

総数で32点がこの群に属する。細石刃1点、スクレイパー2点、剥片24点、チップ5点の内訳で

ある（fig．32：422～425，Fig．33）。

C．分布（接合例）

1区全体に散漫に分布するが、南西部に集中の度合いが著しい（fig・31）。接合資料は4例確認
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fig133　個体別資料18石器実測図（2／3）

できた。接合例424はスクレイノヾ－（56）と剥片442（620）および端部の砕片423（427）が接合し

たものである。互いに2mずっ離れて出土した。接合例425（613＋26）は剥片の分割片が2・5mほ

ど離れて出土した例である。接合例426（368＋388）も剥片の分割したものが80cmほど離れて出土し

たものである。接合例429は剥片430（390）と431（32）が接合したものである。70cmほどの平面距
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離をもっ。

d．行為の復元

剥片もしくはスクレイパーには大型のものが多いが、これらは接合せず、母岩の形状も不明であ

る。これだけの分量では母岩全体を復元できる状況になく、おそらく剥片・石器の搬入もしくは石

核の持ち出しが行われた可能性がある。細石刃436（579）は細石刃石核製作に関わる一切の剥片・

チップ類が存在していないこと、使用痕と思われる剥離痕を留めることから、搬入品と考えられる。

e．剥離技術の特徴

石核が不在なため、剥片剥離の技法は明確でないが、自然面および剥離面打面より直接打法によ

り剥片を得ていたものと考えられる。スクレイパーの刃部形成には片面からの連続する細かい剥離

が用いられている。細石刃は頭部調整が認められない。幅広の打面をもっO

個体別資料19：灰黄色サヌカイト（and5）

a．母岩の特徴

灰黄色を呈し、表面が滑らかなサヌカイトである。

b・点数（総数・器種別）

4点がこの群に属する。スクレイパー2点、チップ2点から成る（fig．30：397・398）。

C．分布（接合例）

1区d－3区でスクレイパー2点397（49）・398（51）が20cmほど離れて分布し、チップはそれら

と2mほど離れてC－5区から出土した（fig・31）。

d・行為の復元

2点のスクレイパーが近接した距離から出土しているが、これらを本地点で製作した痕跡は認め

られない。これらは搬入品の可能性もある。

e．剥離技術の特徴

397（49）と398（51）は背面が周辺から求心的に剥離された剥離面で構成されており、同じ石核

から剥離されたことが推定できる。刃部の形成は、前者が両面からの深い連続する剥離であるのに

対し、後者は片面からの細かい剥離による。

個体別資料20：青色サヌカイト（and6）

a・母岩の特徴

表面が滑らかで、青い色調の表面をもっ。先述した5つの群に属さない資料を纏めた。そのため

複数の個体が含まれる可能性があるが、分別が困難であったため、一括して報告する。

b．点数（総数・器種別）

総数で173点がこの群に属する。石器の器種別数は、細石刃石核1点、細石刃1点、スクレイパー

3点、石核2点、剥片77点、チップ89点である（fig・35～38）。

C．分布（接合例）

4区に2点、他は1区全体に分布する（fig．34）。その中には3～4群ほどのまとまりが認められ

る。接合資料は4例確認できた。接合例446は石核445（44）と剥片444（648）の接合であり、80cm

ほど離れて出土した。30cmほどのレベル差がある。接合例447は剥片2点448（307）．449（378）の

接合であり、1．2mの距離をもって出土した。レベル差はほとんどない。接合例452も剥片2点450

（569）・451（571）の接合例で、およそ20cm離れて出土した。接合例455（590＋616）は剥片の分
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割片2点が接合した例であり、1・2mほど離れて出土した。7cmほどのレベル差をもつ。接合例456

は剥片2点457（460）・458（456）（折れ）の接合した例であり、30cmほど離れて出土した。レベル

差は6cmほどである。

d．行為の復元

複数の母岩が存在する可能性があるため明確ではないが、スクレイパーや細石刃石核・細石刃な

どの存在から、それらの製作が行なわれたものと推察される。これらの素材を生産したと患われる

母核が存在しないため、素材は剥片の状態で持ち込まれた可能性が高い。

e・剥離技術の特徴

石核445（44）にみられる剥片剥離技術は、背面を数枚剥離した後、そこを打面として主要剥離

面側に求心的に剥離を行なうもので、底面（主要剥離面）を取り込んだ貝殻状もしくは幅広の小

型剥片を得ている。接合資料452は背面に求心状の剥離痕をとどめており、同様の石核から剥離さ

れたものと考えられる。さらに接合資料447は求心状に打面を90度転換した剥片が接合したもの、

さらに456は剥片剥離が90度交差したものが接合しており、打面転位を行なった状況をよく示し
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fig．37　個体別資料20石器実測図3（2／3）
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ている。剥片の中には背面が求心状もしくは直行する方向からの剥離痕をもっものや、素材の主要

剥離面や平坦な背面を取り込んだものが存在し、板状の剥片や分割礫を素材として、同様の技法に

よって剥離された剥片であることを示している。スクレイパーは大ぶりの剥片に片面からの深い連

続する剥離によって刃部を形成するもの：461（184）・462（186）と浅い細かな剥離で刃部を形成

するもの：464（37）の2者がある。細石刃石核459（482）は板状の剥片の主要剥離面と背面を側面

に設定し、下線に粗い加工を加えている。打面は礫面をそのまま利用している。細石刃は4枚ほど

剥離された痕跡があるが、頭部調整は行なわれていない。細石刃460（400）は剥離面打面であり、

自然面打面の459（482）から剥離された可能性は少ない。

（3）細石刃の使用痕

出土した細石刃87点のうち、26点（30％）に使用された痕跡が認められた。観察に使用した機器は

キーエンス社デジタルHDマイクロスコープVH－7000で、100倍と175倍にて観察・撮影を行った。

使用痕の種類は微小剥離痕と線状痕の2種類であり、黒曜石、とくに個体別資料5・8に多く認めら

れ、単体で出土した個体別資料9～12にはすべて認められた。黒曜石製細石刃のうち、個体別資料6

に関しては、表面が光沢を失いサヌカイト風に粗く風化し、きわめて観察が難しかった。このように

使用痕の検出は、観察面の状態に大きく左右されており、これらを同一条件下で比較するのは無意味

であろう。ただし、比較的検出が容易な微小剥離痕が個体別資料6に見出せなかったことは、この個

体の使用頻度の低さとして把握してよいことを示していると思われる。

a．微小剥離痕

使用痕の中で最も多数検出したもので、24点の資料から検出された。頭部10点、胴部12点、尾部2

点の内訳である。記載は（美安1996）に準拠した。大きさ・分布状態は、A：16個、a：4個、C：3個、

D：8個、d：4個、E：1個、e：1個であった。組み合せは、片側1面：12点－65（130）・198（487）

・201（5）・301（484）．303（563）・311（4区－2）・319（526）・328（627）・330（302）・344（131）

・346（287）（PL．15－3）．436（579）、片側2面：8点－63（623）（PL．15－4）・69（637）・71（115）・

73（46）・199（198）・312（4区－4）・345（565）（PL．15－1）・347（16）、両側1面：2点－66（281）

（PL・15－5）・348（27）、片側2面・片側1面：2点－307（628）・334（205）（PL．15－2）であった。

片側辺に認められるものが大半であるが、同側辺の両面に残るもの（片側2面）が一定量（42％）含

まれていた。平面形態ではScaiarがほとんどで、Siicedがわずかに含まれる。

b・線状痕

線状痕は10点の資料に認められた。部位別では、完形1点、胴部8点、尾部1点と胴部がもっとも

多かった。そのうち8点までが微小剥離痕を伴なっている。刃部に並行する線状痕の認められるのは

10（214）・65（130）・71（115）・73（46）・307（628）・346（287）で、刃部に直交する線状痕の認められ

るものは63（623）・65（130）・66（281）・199（198）（PL．16－1）・202（59）・334（205）・347（16）で

ある。これらのほとんどは微細剥離と接する部分である側辺にあるが、中には347（16）のように腹面

中央部や背面の稜上に認められるものがある（PL．16－2）。この他特徴的な痕跡として、多数の線状

痕が交差して一見光沢状に見える部分が存在する。高倍率で観察すると複数の線状痕が重なったもの

であることがわかる。63（623）（PL・15－8）・345（565）（PL・15－7）・346（287）（PL．15－6）の

3点に認められた。346（287）は主要剥離面の左側辺頭部付近に認められ、背面の微小剥離痕を伴う。

縦方向の6～8本の深い線状痕に横方向の細かい線状痕が伴ない、この部分の微小剥離が著しい。345

（555）は刃部角の厚い左側辺背面に認められ、この場合も腹面側には細かな微小剥離痕が認められた。
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表3　出土石器の出土位置及び属性表

番号 器種 X Y ． Z 挿図 母岩 遺存状況 接合図 長 さ 幅 厚 さ 重量 備　　 考

1 ch 1．528 0 － 2・080 0 28・203 0 25 4 o b 8a 完形 1．57 0．95 0．22 0．20

3 fl 2．246 0 － 2．769 0 2 8．161 0 47 7 a n d 6 完形 1．61 2・09 0．33 1・10 2 分割

4 fl 2．454 0 － 3・308 0 2 8．167 0 4 1 o b 4 下部欠損 41 2．25 1．51 0．45 1．40

5 m b 2．722 0 一 2・643 0 2 8．167 0 20 1 O b 8 a 尾部 2．50 0・65 0・30 0・40 微小剥離痕

6 ch 2．94 10 － 2・77 20 2 8．160 0 a n d 6 完形 1．13 1・25 0・51 0・60

8 ch 2・97 20 － 2．116 0 2 8．193 0 2 15 o b 8 a 完形 214 0・65 0．88 0．16 0．10

9 m b 3・470 0 － 3．83 70 2 8．129 0 1 52 o b 6 a 頭部 1．21 0・47 0．12 0・10

10 fi 3．57 70 － 3．798 0 28・123 0 3 87 a n d 2 完形 1・50 3・56 0・43 1・10

1 1 ch 4・26 90 － 3．99 90 28・10 20 3 18 ob 8 b 完形 0・55 0．90 0・17 0・05

1 2 ch 4・26 50 一 3・98 30 28．1160 an d6 欠損 0．79 1．58 0．43 0．20

1 3 fi 4．25 20 － 3・88 40 28．12 20 4 43 an d 4 完形 2・46 3．44 0．81 2・80

14 ch 3．96 80 1 －3．76 00 28．12 60 a n d 6 欠損 2・29 1・12 0．40 0．80

15 ch 3．88 00 － 3．5760 28．09 80 3 96 a n d 2 完形 1．89 1．17 0．21 0．30

16 m b 3・7750 一 3・2760 28・14 20 3 4 7 o b 9 胴部 1．77 0．46 0．18 0．20 微小剥離痕 ・線状痕

17 fl 3．8110 － 2．8780 28．10 70 a n d 6 完形 3・55 4．23 13．50 1 1・20

18 m b 4・074 0 － 2．33 70 28．1580 15 4 o b 6a 胴部 1．49 0．51 0．24 0・20

19 fi 4．194 0 － 2．6690 28．101 0 23 6 O b 8a 完形 1．71 3．17 0．52 2・50

21 ch 4・480 0 1 2・877 0 2 8．095 0 17 2 o b 6a 完形 0．95 1．55 0．17 0・20

22 ch 4．494 0 － 2．334 0 2 8．15 10 a n d 2 欠損 1．18 レ1・48 0．16 0・30

23 m b 4．745 0 l 2・326 0 2 8・170 0 15 9 o b 6a 胴部 0・59 0．43 0．10 0・05

24 m b 4・796 0 一 3・262 0 2 8・082 0 20 5 O b 8a 頭部 1．05 0・55 0．16 0．10

25 fl 4．920 0 － 3・683 0 2 8・045 0 2 7 o b 2 完形 1・65－ 1・67 0．35 0・70 ガ ジ リ

26 fi 2・199 0 － 3．650 0 2 8．09 70 4 25 aⅱd4 欠損 425 4・64 2・55 0・56 4．50

27 m b 2．46 10 1 3・660 0 28．056 0 34 8 o b i i 胴部 1．24 0・60 0．13 0・10 微小剥離痕

28 fi 2・533 0 － 3．560 0 28．06 60 a n d 6 欠損 2．44 1・89 0．63 2．30

29 fl 2．66 20 － 3・69 70 28・06 90 24 5 o b 8 a 完形 1・94 2．10 0・79 2．10

30 CO re 2．70 50 l 3・68 30 28・05 80 3 76 an d 1 完形 375 5．78 4・29 2．00 5 7．50

3 1 S C 2・76 10 － 3・40 10 28．05 90 2 79 ob 8 a’ 半割 278 3・98 5・36 1．89 29．40

32 fl 2．87 00 － 3・50 10 28・04 70 4 31 an d4 完形 429 2・52 2．94 1．31 7・20

33 CO re 2．95 50 － 3．33 50 28．0740 a n d 6 完形 3．12 5．97 3・44 59．00

34 ch 3．02 20 － 3・62 80 28・03 30 a n d 6 完形 1．19 2．09 0・25 0．40

35 fl 3・04 40 － 3．44 90 28・04 10 2 19 o b8 a 欠損 218 2・14 1・17 0．25 0・70 ガジ リ

36 fi 3・09 30 1 3・42 00 28．1160 4 80 a n d 2 完形 1．86 2．50 0・66 2．50

3 7 SC 3・14 20 － 3．42 00 28．0550 4 64 a n d 6 完形 3・95 6・12 0．89 19．40

38 fi 3．18 00 ー 3．2740 28・0700 a n d 2 欠損 1．83 2．42 0．63 1．80

3 9 ch 3．08 2 0 －3・19 40 28．0500 a n d 6 欠損 0．70 0・80 0．11 0．05

4 0 fi 3．263 0 － 3．0730 2 8．0460 4 9 2 a n d 6 完形 2・45 2．21 0．34 0．90

4 1 f1 3．257 0 － 2．778 0 2 8．0870 43 9 a n d 4 完形 2．48 3・00 0・91 3・80

4 2 fl 3．058 0 1 2・818 0 2 8．058 0 28 0 o b 8a． 完形 4・13 2．85 1・09 9．40

4 3 m b 2．998 0 － 2・684 0 2 8・098 0 2 5 o b 2 頭部欠損 3・82 0・52 0．31 0・70

4 4 C Or e 3．258 0 － 3・750 0 2 8．039 0 44 5 a n d 6 完形 44 6 5．05 4．59 2．54 5 7．50

4 5 ch 3．476 0 － 3・898 0 2 8．038 0 a n d 6 完形 1・03 0・95 0・15 0．10

4 6 m b 3，416 0 － 3．698 0 2 8・03 10 7 3 o b 5b 胴部 0．76 0．55 0．15 0・10 微小剥離痕 ・線状痕

47 fl 3．656 0 － 3・715 0 2 8・02 70 22 9 o b 8a 完形 227 1・96 1．72 0．39 1．00

4 8 fi 3．694 0 － 3．594 0 28．310 0 a n d 4 欠損 3．14 4．58 0．80 9・30

4 9 S C 3・436 0 ー 3．398 0 28．03 10 39 7 a n d 5 完形 4．70 ．3．84 1．81 3 4．60

50 f1 3．46 20 一 3・404 0 28．039 0 23 9 o b 8 a 完形 2．28 1．25 0・35 0．90 原礫面有 り

51 S C 3．57 60 － 3．353 0 28・04 70 39 8 a n d 5 完形 2．71 3・94 0・83 8．30

52 f1 3．79 00 一 3．35 80 28．06 80 5 14 an d6 完形 1・65 2．55 0．48 1．10

53 m b 3．78 30 1 3・08 10 28．05 80 2 06 ob 8 a 頭部 1．12 0．69 0．15 0．10

55 ch 3．00 90 － 4．69 70 28．06 90 an d 6 欠損 1．49 2・01 0．43 0．70

56 SC 3．60 80 － 4．97 10 28．02 90 4 24 an d 4 欠損 424 ウ．70 4．58 2・30 80．50

57 fl 3．07 10 － 5・35 90 28．15 00 4 87 an d 6 完形 2．35 3・08 0．92 4・50

58 fi 4・16 40 － 2・73 50 28．04 80 3 57 a n d i 完形 3．30 2．50 0・60 3・10

59 m b 4・36 90 － 2．69 00 28．05 40 2 02 o b8 a 尾部 2．50 0．40 0・20 0・20 線状痕

60 fi 4．44 70 － 3．05 30 28．05 60 2 25 o b8 a 完形 224 1．95 1．97 0．41 0・60

6 1 m b 4．55 50 － 2．97 80 28．05 40 72 o b 5a 胴部 0．68 0・31 0．16 0・05 微小剥離痕

62 fi 4．7210 1 2・70 20 28．05 10 a n d 6 完形 2・72 3・67 0．55 3．50

63 m b 4．89 90 － 2・7120 28．08 60 156 o b 6a 胴部 1．02 0．44 0・19 0・10

64 ch 4．63 70 －3．12 40 28・06 80 268 o b8 a 完形 0．80 1・00 0．15 0．10

65 ch 4．74 40 －3．15 40 28．06 80 169 o b 6a 欠損 2・02 0．85 0．20 0・40

66 c h 4．7890 － 3・25 10 28・0290 a n d 6 完形 0．90 1．58 0．38 0・40

＊Ⅹ・Y・Z＝m、長さ・幅・厚さ＝cm、重量＝g
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番号 器種 X Y Z 挿図 －母岩 遺存状況 接合図 長 さ 幅 厚 さ 重量 備　　 考

67 m b 4．898 0 － 3・05 70 28・00 10 62 o b 5 a 完形 1・50 0．66 0・17 0．10

68 m C 5．369 0 － 2．829 0 28．04 90 14 ob 2 欠損 12 2．20 0・78 1・74 2・80

69 f l 5．554 0 － 2・876 0 28・06 70 4 86 a n d 6 完形 2．10 1．25 0・39 1・00

70 f1 5・124 0 － 3・215 0 28・00 10 3 73 a n d i 折 れ 37 3 1・21 1．48 0．34 0．40

71 m C 5．02 50 － 3．37 70 28．050 0 3 o b l 完形 1 2・43 1．46 3・91 10・60

72 c h 4．99 20 － 3・435 0 28・04 10 a n d 6 欠損 1．25 1．62 0．38 0・60

73 c h 4．97 50 － 3．53 20 27．99 10 2 o b i 完形 1 0・85 0・55 0・38 0．10

74 f i 4・943 0 － 3．665 0 28．00 50 3 73 a n d l 折 れ 37 3 1．62 0．98 0・34 0．40

75 f l 4・966 0 － 3．639 0 27．989 0 3 68 a n d i 完形 1・24 1．77 0・36 0．40

76 f i 4・986 0 － 3．64 10 28．026 0 4 74 a n d 6 下半部欠損 1．86 2．58 0・67 1．90

77 c h 4．985 0 － 3．683 0 28．006 0 a n d 6 欠損 2・21 1．16 0．28 0．50

78 c h 5・010 0 － 3．659 0 27・99 60 1 84 o b 6 a 完形 0．71 0．56 0．13 0・05

79 f l 5．05 70 － 3・555 0 27・998 0 4 01 a n d 3 完形 39 9 1．55 2．13 0・49 1・30

80 f1 5．104 0 － 3・51 70 27．99 80 3 60 a n d l 完形 2．10 2・50 0・40 1・60

81 f1 5・204 0 － 3．428 0 28・00 10 7 ob l 完形 1．24 1・34 0・36 0・50

82 f1 5・27 50 － 3・453 0 28・00 70 4 38 an d 4 完形 3・20 3・15 0・86 4．60

83 fi 5．49 70 － 3．42 70 27・99 90 87 o b 5 a 欠損 2・95 2・73 1・13 4．80 頭部 ガジ リ

85 f l 5・293 0 － 3・73 10 28．01 10 4 41 a n d 4 完形 2・24 3．00 0．56 2・80

86 c h 5．283 0 － 3・745 0 28．00 20 1 05 o b 5 a 頭部欠損 1．12 0．51 0・13 0．10

87 fl 5．26 20 － 3・773 0 28．03 50 6 o b i 完形 1．72 1．91 0．46 1・10

88 f i 5．223 0 － 3・739 0 28．04 90 4 95 a n d 6 －完形 2．41 1．58 0．88 1．50

89 f l 5．18 10 － 3．70 20 28．048 0 2 38 o b 8 a 完形 3．62 1．05 0．32 1・20 ガジ リ

90 f l 5．126 0 － 3．74 10 27・99 20 18 o b 2 完形 12 1・83 2．56 0．65 1・70

91 f l 5・094 0 － 3．715 0 27．95 70 4 09 a n d 6 完形 2．05 2．26 2．23 0．80

92 c h 5．234 0 － 3・809 0 27．96 60 a n d 6 完形 0・98 1．20 0・22 0．20

93 f 1 5．－19 70 － 3・82 10 27・936 0 1 67 o b 6 a 完形 1・41 1．75 0．25 0・40

94 f 1 5．473 0 － 3・859 0 27．90 10 84 o b 5 a 完形 1．82 1．75 0・29 0．90

95 f i 5．33 10 － 3．930 0 27・94 90 1 68 o b 6 a 完形 1．75 2．25 0・24 0．70

96 f i 5．050 0 － 3・793 0 28・04 10 3 66 a n d l 完形 1．42 1．87 0．37 0・80

97 c h 5・033 0 － 3．910 0 28．02 10 1 07 ob 5 a 完形 1・05 0・81 0．04 0．05

98 c h 4・948 0 － 3．798 0 28・01 10 1 73 o b 6 b 完形 0．65 1．00 0．05 0・05

99 f 1 4・915 0 － 3・813 0 28．02 70 4 5 o b 4 完形 2・50 1・56 0．41 1．40

10 0 f l 4・825 0 － 3．790 0 27．97 10 2 30 o b 8 a 完形 2．76 3．95 1．09 9．20

10 1 c h 4．81 10 － 3・782 0 27．983 0 9 o b l 一部欠損 0．81 1．30 0．16 0・10

10 2 m b 4・785 0 － 3．77 10 2 7・983 0 1 53 o b 6 b 頭部 1．23 0．29 0．12 0．05

10 3 m b 4．823 0 － 3・933 0 2 7．986 0 76 o b 5 a 胸部 1．38 0．65 0．17 0．20

10 4 c h 4・659 0 一 3．623 0 2 7・98 10 36 9 a n d l 完形 0・42 0．51 0．10 0，05

10 5 叩b 4．509 0 － 3．899 0 2 7・975 0 3 20 o b 8 b， 尾部 2．15 0・60 0．70 0．30

10 6 u f1 4．105 0 1 3・787 0 2 8．030 0 3 50 o b 1 3 完形 3・30 5．90 1．60 15．00

10 7 f1 3・995 0 － 4．207 0 2 8．08 70 38 3 a n d 2 欠損 38 3 2・28 3．25 0・60 3．10

10 9 fi 4・113 0 － 4．267 0 2 7・990 0 46 5 a n d 6 完形 5．79 6・34 1・82 4 6．20

1 10 c h 4．11 10 － 4．908 0 2 7・98 70 a n d 6 欠損 1・32 1．64 0．40 0．70

11 1 m C 4．186 0 － 4・520 0 2 8・025 0 1 29 o b 6a 完形 12 6 3・70 1．99 2．62 21．60

11 2 ch 4．393 0 － 4・279 0 2 7．968 0 1 74 o b 6a 欠損 0．70 1・58 0．26 0．20

11 3 f1 4・417 0 － 4．464 0 2 8．129 0 21 o b 2 完形 12 1．63 1．82 0・43 1．50

114 ch 4．408 0 － 4．696 0 2 7・949 0 10 2 O b 5a 完形 1・48 1・47 0．20 0．30

11 5 m b 4・480 0 － 4．598 0 2 7．96 10 71 O b 5a 胴部 0・77 0．35 0．21 0．10 微小剥離痕 ・線状痕

116 fl 4．578 0 － 4．462 0 2 7・997 0 50 0 a n d 6 完形 2・33 2．10 0・61 2．10

11 7 ch 4．601 0 － 4．386 0 2 7・989 0 2 74 o b 8a 欠損 0．80 0．30 0・08 0．05

118 ch 4・598 0 一 4．366 0 2 7・989 0 a n d 6 欠損 0・77 0．94 0．18 0．10

119 ．m b 4．616 0 － 4・380 0 2 7・994 0 30 5 o b 8b 頭部 0．73 0．56 0．13 0．05

120 m b 4．603 0 － 4．596 0 2 7．933 0 29 8 O b 8b 頭部 1・89 0．80 0．18 0・20

12 1 fl 4．608 0 一 4．525 0
／

27・967 0 29 3 o b 8b 完形 29 1 2・10 0・70 0．42 0・40

12 2 ch 4・64 8 0 －4．542 0 2 7・983 0 34 0 o b 8d 完形 0．89 0．97 0・11 0．05

123 m C 4．716 0 一4・428 0 2 7．923 0 28 2 o b 8b 完形 28 1 3・05 3・05 1・78 15．40

124 fi 4．75．90 －4・1680 2 7．984 0 8 5 o b 5d 完形 2．38 1．82 0・80 2・80

125 f1 4．811 0 －4．056 0 2 7・989 0 4 75

52 0

a n d 6 完形 3．61 2・32 0．66 3・30

微小剥離 痕 ．線 状痕

126 ch 4．85 4 0 －4．028 0 2 7・995 0 a n d 6 欠損 1．41 1・65 0．66 1．10

12 7 fl 4．8760 － 4．0770 2 7・965 0 a n d 6 完形 1．38 2．28 0．59 0．80

128 fl 4．90 60 － 4．0530 2 7・964 0 35 8 a n d i 完形 1．99 1・04 0・24 0．40

129 ch 4・88 70 －4．24 90 2 7．996 0 25 9 o b 8a 完形 1．27 －1・39 0・31 0・30

130 m b 4．9160 1 4・2270 2 7．950 0 6 5 o b 5a 胴部 1．32 0・37 0・18 0・10

13 1 m b 5．1150 － 3．9810 2 7．906 0 34 4 o b 8e 胴部 1．01 0．68 0・18 0・20 微小剥 離痕

＊Ⅹ・Y・Z＝㎡、長さ・幅．厚さ＝cm、重量＝g

－　52　－



番号 器種 X Y Z 挿図 母岩 遺存状況 接合 図 長 さ 幅 厚 さ 重量 備　　 考

132 ch 5・124 0 1 4・03 00 2 7・952 0 8 o b i 完形 0．88 0．93 0・25 0．10

13 3 f1 5・162 0 －4．0580 2 7．923 0 36 5 a n d l 完形 1．60 0・96 0．28 0・50

13 4 ch 5・223 0 －4．037 0 2 7．919 0 o b 5a 完形 0・56 0・34 0・05 0．05

13 5 m b 5．213 0 －3・98 4 0 2 7．952 0 32 7 o b 8C 頭部 0．52 0・35 0．22 0・05

13 6 f1 5・252 0 － 3．9790 2 7・954 0 5 18 a n d 6 完形 2．12 1．96 0．42 1．00

13 7 fl 5．301 0 －4・070 0 2 7．89 10 8 0 o b 5a 完形 3・44 3・05 0．52 4．30

13 8 ch 5．29 10 －4・030 0 2 7．939 0 27 7 o b 8a 欠損 0．52 0・44 0．10 0．05

13 9 m b 5．310 0 －4．018 0 2 7・948 0 32 6 o b 80 頭部 0．91 0・45 0．25 0．10

14 0 ch 5・433 0 －4．00 10 2 7．88 10 1 19 o b－5a 完形 1・01 ．0・51 0・12 0．05

14 1 ch 5・569 0 －4．057 0 2 7・895 0 33 8 o b 8d 完形 1．16 1・64 0．25 0・30

14 2 ch 5・469 0 －4・470 0 2 7・892 0 10 1 o b 5a 欠損 1．42 1．09 0．18 0・20

14 3 m b 5・133 0 －4．417 0 2 7・905 0 4 6 o b 4 胴部 1・28 0・57 0．12 0．10 ガ ジ リ

14 4 fi 5．29 10 －4・675 0 2 7．907 0 8 2 o b 5a 完形 2．13 1．12 0．59 1．20

14 5 fi 5．48 10 － 4．863 0 2 7．907 0 22 0 o b 8a 完形 218 1．73 1．30 0．25 0・50

14 6 ch 5．460 0 － 4・943 0 2 7．91 10 a n d 6 欠損 1・64 0・78 0．37 0・30

14 7 fi 4．903 0 － 4．584 0 2 7．91 10 33 7 o b 8d 下半部欠損 2．18 2．15 0．62 2．40

14 8 fi 4・925 0 － 4・793 0 2 7・912 0 22 0 o b 8a 欠損 218 1・29 0・87 0．43 0．30

14 9 ． ch 4．873 0 － 4．730 0 2 7・92 10 32 3 o b 8C 下部欠損 321 1・81 0．82 0．22 0・30

15 0 m C 4・815 0 － 4・709 0 2 7・904 0 12 8 o b 6a 完形 126 2．74 1・73 2．50 1 1．40

15 1 fi 4・840 0 － 4・803 0 2 7．925 0 14 3 o b 6a 完形 14 0 1．34 2．40 0・37 0．60

15 2 m C 5・110 0 － 5・026 0 2 7・927 0 33 3 o b 8d 完形 333 3．40 1．40 3．95 2 3・10

15 3 fi 5・026 0 － 5・069 0 2 7．947 0 40 3 a n d 3 完形 ． 39 9 2・30 2・42 0・58 1・80

15 4 m C 4・940 0 － 5・177 0 2 7．920 0 ・14 6 o b 6a 完形 24．20 0．81 1・78 2・60

15 5 fi 4．854 0 －．5・14 10 2 7．939 0 33 3 o b 8d 折れ 333 1．70 0・98 0．30 0．30

15 6 m C 4．829 0 － 5．256 0 2 7．976 0 34 3 o b 8e 完形 3・05 1．50 2．10 5．90 ガ ジ リ

15 7 m b－S 5・003 0 － 5．510 0 2 7．955 0 2 6 o b 2 頭部 2．46 0・59 0．28 0．40

15 8 ch 4．670 0 － 5・177 0 2 7．92 10 3 14 o b 8b 完形 0．99 1．27 0．21 0・．10

15 9 f1 4・655 0 － 5．119 0 2 7．94 10 3 7 o b 3 完形 3・99 1・72 0．59 3．50

16 0 fi 4・727 0 一 4・989 0 2 7・930 0 9 0 o b 5a 完形 3・12 1．49 0．37 1．70

16 1 m C 4・545 0 － 5．194 0 2 7．917 0 32 4 o b 8 C 完形 3・40 2．80 1．70 14・00

16 2 ch 4．587 0 － 5．078 0 2 7．926 0 o b 5a 完形 0．56 0．19 0．05 0．05

16 3 ch 4・573 0 － 5．029 0 2 7．930 0 2．67 O b 8a 完形 1・49 1．34 0・33 0．30

164 fl 4．518 0 － 4．972 0 2 7．946 0 24 0 o b 8a 完形 2．00 2・60 0．34 1．00

16 5 fl 4．569 0 － 4・700 0 2 7．906 0 3 15 o b 8 b 完形 1．75 2．40 0・21 0．60

166 m C 4・568 0 － 4・795 0 2 7・948 0 34 2 o b 8e 完形 3．30 1・60 2．50 1 0．60

16 7 f1 4・590 0 － 4．803 0 2 7．948 0 24 2 o b 8a 完形 1・80 2．01 0・37 0．70

168 ch 4・61 10 － 4．783 0 2 7．93 10 2 72 o b 8a 欠損 0．66 0．59 0・10 0・05

169 m C 4．630 0 － 4．806 0 2 7．91 10 33 5 o b 8 d 完形 3．45 1．90 2．20 1 6・40

170 fl 4・69 10 － 4・766 0 2 7．90 10 33 6 o b 8 d 完形 3．25 4．32 ・1．41 1 5・60 ブランク ？

171 fl 4．717 0 － 4．815 0 2 7・904 0 42 0 a n d 3 完形 1．15 1．47 0．27 0．30

17 2 m C 4．706 0 － 4・865 0 2 7．900 0 19 6 O b 8 a 完形 2・71 1．64 1．22 6．00

173 m C 4．720 0 － 4・876 0 2 7・90 10 14 7 o b 6a 完形 2・72 0．88 1．93 5・00

174 fl 4・825 0 － 4．905 0 2 7．904 0 40 8 a n d 3 完形 2．31 2・95 1．22 5．10

175 COr e 2・706 0 ー 2．948 0 2 8．008 0 2 78 o b 8a． 完形 278 2．90 5・05 1．75 2 2．80

17 7 f1 2・707 0 － 2・859 0 2 8．01 10 48 9 a n d 6 完形 2．48 1．59 0．48 1．30

178 f1 3．06 10 － 2．025 0 2 8．033 0 38 9 a n d 2 完形 1．64 3．10 0・84 3・60

179 fi 3．278 0 － 2．286 0 2 8．06 10 46 9 ．an d 6 尭形 4・08 5．53 0．85 1 3．60

180 fi 3．366 0 一 2．325 0 2 8．02 10 44 0 a n d 4 完形 2・70 3・15 0・82 4．10

18 1 fi 3．340 0 － 2．657 0 2 8．003 0 46 7 a n d 6 完形 4．42 2・62 0．68 8．10

182 f1 3．304 0 － 2・860 0 2 8．02 10 46 8 a n d 6 完形 5．14 3．05 1・11 1 7．20

183 fi 3．615 0 － 2．713 0 2 7・988 0 a n d 2 完形 4．36 3・91 0・59 6．20

184 SC 3・94 10 － 2・072 0 2 8．026 0 46 1 a n d 6 完形 8．79 5．41 1．72 6 0．50

185 fi 3．497 0 － 1．773 0 、28．044 0 a n d 6 完形 1・66 3．56 0，47 2．20

186 SC 3．775 0 － 1．72 10 2 8・013 0 46 2 a n d 6 完形 7．53 4．43 2．55 6 2．50

187 fi 3・550 0 － 1・333 0 2 8．049 0 49 7 a n d 6 上半部欠損 1．77 2．22 0・65 1・40

188 COr e 4．410 0 － 1，738 0 2 8・043 0 38 4 a n d 2 完形 4．70 5・38 2・18 6 4・00

189 m b 4．716 0 － 1・790 0 2 8・039 0 6 1 o b 5a 完形 1．92 0．60 0．09 0．20

190 fl 4・765 0 － 2．13 10 2 8．039 0 50 8 a n d 6 完形 1．80 2．29 0．54 1・10

192 fl 4・966 0 － 2・786 0 2 7・981 0 35 4 a n d l 完形 1・70 2．70 0．50 1．80

193 fl 5．018 0 － 2・983 0 2 7．988 0 8 6 O b 5d 頭部欠損 3．30 2．39 0．72 5・50

194 m b 4．825 0 － 3・042 0 2 7．987 0 30 0 o b 8b 頭部 1．95 0．85 0・25、 0・40

195 ch 4．715 0 － 3・174 0 28．031 0 10 4 o b 5a 頭部欠損 1・06 0・54 0．07 0．05

196 m b 4．697 0 － 3・160 0 28．026 0 2 11 o b 8a 尾部 1．20 0．49 0・16 0・10

＊Ⅹ・Y・Z＝m、長さ．幅・厚さ＝cm、重量＝g
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番号 器 種 X Y Z 挿図 母岩 遺存状況 接合図 長 さ 幅 厚 さ 重量 備　　 考

197 m b 4・673 0 － 3．1660 28．020 0 34 9 o b 12 尾部 0．99 0．65 0．13 0・10 樋状剥離痕

198 m b 4．368 0 － 2．874 0 2 8．015 0 19 9 o b 8a 胴部 2；20 0．65 0．20 0．40 微小剥離痕 ・線状痕

199 fi 4・249 0 － 2．807 0 2 8・070 0 37 1 a n d i 折れ 2．08 1・16 0・42 1・10

200 ch 4・177 0 － 2．782 0 2 7・983 0 2 8 o b 2 完形 1．01 0．91 0．22 0．20

20 1 fl 4・077 0 － 2・723 0 2 7．964 0 a n d 4 完形 3．11 3・98 1．05 1 0・80

20 2 f1 4．255 0 一 3．362 0 2 8．025 0 24 3 o b 8a 完形 1・62 1．13 0．31 0．20

20 3 c h 4．045 0 － 3．324 0 2 8・03 10 a n d 6 完形 0．61 1．31 0・23 0．20

20 4 f1 4．073 0 一 3・513 0 2 7．98 70 23 1 o b 8 a 完形 2・81 1・53 0・95 4．30

20 5 m b 4・106 0 － 3・67 20 27．995 0 33 4 o b 8 d 胴部 1・40 0．70 0・20 0．30 微小剥離痕 ・線状痕

206 c h 4．29 10 － 3．728 0 27．95 70 28 9 ob 8 b 一部欠損 1．15 1・36 0．24 0．30 123 の打面 形成

207 m b 4．036 0 l 3．94 30 27．964 0 2 07 ob 8 a 胴部 0．64 0．49 0・07 0．05

20 8 c h 4・84 10 － 3・82 30 27．97 50 3 63 an d l 完形 1．30 0．95 0．17 0・20

20 9 c h 4・85 90 1 3・83 30 27．97 10 2 69 o b8 a 完形 0．49 0．94 0．07 0．05

2 10 c h 4．86 40 1 3・81 10 27．97 30 a n d 6 完形 0．93 1・12 0．28 0．30

2 11 c h 4．95 30 － 3．96 40 27．93 60 a n d 6 完形 0．45 0．22 0．04 0．05

2 12 c h 4・97 30 － 3・95 20 27．94 60 120 o b 5a 完形 0・87 0．56 0．11 0．05

2 13 ch 4．99 10 － 3．94 40 2 7・93 60 a n d 2 完形 0・61 0・89 0．13 0．05

2 14 m b 5．0740 － 3．92 30 2 7・89 60 10 o b i 完形 1．87 0・84 0．22 0・30 線状痕

215 fl 5・1250 － 3・83 70 2 7．9590 5 2 1 a n d 6 完形 1．97 1．40 0・29 0．50

2 16 fi 5．1110 － 3・80 60 2 7・94 70 19 5 o b 7 完形 1・56 2．47 0・85 2．30

2 17 fi 5．0710 －3・7700 2 7．9580 50 1 a n d 6 完形 2・31 2・62 0．52 1．80

2 18 fl 5・04 1 0 －3．7780 2 7・9710 1 7 o b 2 完形 12 1．64 1．80 0．65 1．60

2 19 ch 5・067 0 －3．73 80 2 7・985 0 3 0 o b 2 完形 0・71 0．68 0．15 0・05

2 20 ch 5・064 0 ー 3．68 7 0 2 7．982 0 2 2 o b 2 完形 12 1．01 0．90 0．34 0．20

2 2 1 m b 5．021 0 － 3．709 0 2 7．959 0 2 4 o b 2 頭部 12 1・21 0．84 0．25 0・10

2 25 m b 4・999 0 － 3．663 0 2 7．981 0 20 9 o b 8a 胴部 0．77 0・46 0．12 0．05

226 m b 5．007 0 － 3．65 10 2 7．946 0 3 10 o b 8 b 尾部 2．04 0．59 0．40 0．20

22 7 fl 4・979 0 一 3・64 10 2 7・979 0 49 8 a n d 6 完形 1．68 1．60 0．26 0・50

229 m b 5．279 0 一 3・963 0 2 7・90 10 6 7 o b 5 d 胴部 1．30 0．40 0．14 0・10 微小剥離痕

231 c h 5・363 0 － 3．698 0 2 7．903 0 25 7 ob 8 a 完形 1．07 1 19 0．22 2．80

23 2 f1 5・33 70 － 3．696 0 2 7・95 10 11 ob l 完形 1・99 0・79 0．39 0・50

23 3 c h 5．323 0 － 3・71 10 27．95 10 26 2 ob 8 a 下部 欠損 0・77 1．40 0・23 0．20

234 f l 5・30 70 一 3・73 10 27・939 0 4 4 ob 4 完形 42 1・69 1．75 0・46 1・30

23 5 c h 5．325 0 － 3・64 70 27・91 70 28 7 ob 8 b 完形 1．26 1．30 0．25 0．50 12 3 の打面形成

236 u fi 5．336 0 － 3・61 70 27．919 0 －179 ob 6 a 欠損 2．14 1．04 0・37 0・70

23 7 fi 5・208 0 1 3・71 10 27．93 10 3 72 an d i 完形 1．93 1．69 0・24 0．60

23 8 c h 5．18 20 － 3．68 80 27・94 50 99 ob 5 a 完形 1・87 0・84 0．17 0・30

23 9 c h 5・16 60 － 3・66 60 27．93 60 1 23 db 5 a 完形 0．77 0・76 0・12 0．05

24 0 fi 5・12 60 － 3・65 00 27．96 60 3 67 a n d 1 完形 1・10 1・86 0・31 0．50

24 1 c h 5．12 40 － 3・63 20 27・96 90 2 75 o b8 a ．欠損 0．99 1．33 0．20 3．30

24 2 c h 5．22 50 － 3・59 60 27．93 60 a n d 6 完形 1．52 2．33 0．31 0・40

24 3 fi 5．19 50 － 3．58 80 27・9190 3 5 2 a n d i 完形 3．47 1．44 0・35 2．10

24 4 c h 5．16 10 1 3．58 00 27・98 60 125 o b 5a 欠損 0・34 1．04 0．14 0．10

24 5 fi 5．14 30 － 3・57 70 27．98 50 12 7 o b 6a 完形 126 2．21 3．28 0．75 3・90

24 6 c h 5・14 90 － 3．55 10 27．97 40 2 66 o b 8a 完形 1．01 1．30 0．16 0・20

24 7 fl 5．16 30 － 3・53 30 27．92 60 5 o b l 完形 1．98 2．34 0．70 2・70

24 8 c h 5．18 50 1 3．53 30 27．9760 5 0 7 a n d 6 完形 1・38 2・10 0・42 0．70

25 0 m b－S 5・14 00 1 3．37 80 2 7．99 10 18 9 o b 7 完形 2．66 0・72 0・29 0．50 188 か ら剥離 された もの

251 ch 5．24 10 － 5．5150 2 7・88 70 10 0 o b 5a 欠損 1．09 1．54 0．20 0・20

25 2 f1－ 5・13 60 1 5．26 30 2 7．873 0 16 6 o b 6a 完形 1・87 1・40 0．55 0．90

2 53 m C 5・0290 － 5・06 7 0 2 7．84 2 0 13 3 o b 6a 完形 13 0 3．21 1．19 1．58 5．10

2 54 m b ・ 4・9370 －4．970 0 2 7．88 1 0 29 9 o b 8b 完形 1・90 0．77 0・22 0・20

2 55 fl 4・8830 － 4・94 7 0 2 7．905 0 40 2 a n d 3 完形 39 9 2・17 2．11 0．58 1．50 ガ ジリ

256 fl 4．7770 － 4・954 0 2 7．893 0 22 6 O b 8年 完形 22 4 2．24 1・25 0・32 0．60

2 57 m C 4・7290 1 4・914 0 2 7．896 0 13 8 o b 6 a 折 れ 13 7

13 7

1．43 0・98 2・43 3．60

2 59 fl 4．9540 1 5．169 0 2 7．863 0 16 4 o b 6 a 完形 2．26 2．10 0．52 1・70

2 60 m C 4．924 0 － 5．179 0 2 7．894 0 13 8 o b 6 a 折 れ 1．02 0．85 2・08 1・20

2 6 1 fl 4．900 0 － 5．160 0 2 7・892 0 14 2 o b 6 a 完形 14 0

1 86

2 94

1．34 2・42 0・23 0・70

2 62 m b－S 4．895 0 － 5．213 0 2 7．876 0 19 0 ob 7 完形 2・97 0・48 0．43 0・60

2 63 m C 4．859 0 － 5．192 0 2 7．869 0 18 8 ob 7 完形 2．46 2．62 0．63 4・50

264 c h 4・855 0 － 5．24 70 2 7・98 10 29 ob 2 欠損 0，89 0．73 0．15 0．10

265 fl 4・884 0 － 5．450 0 2 7・876 0 34 ob 3 欠損 2．16 1．92 0．59 1．90

266 CO r e 4．658 0 － 4・13 10 27．93 00 2 95 o b8 b 欠損． 2．87 2・12 1．04 6．40

＊Ⅹ・Y・Z＝m、長さ．幅・厚さ＝cm、重量＝g
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番号 器 種 X Y Z 挿 図 母岩 遺存状況 接合図 長 さ 幅 厚 さ 重量 備　　 考

267 fi 4．60 20 － 4・34 00 27・96 50 2 23 o b 8 a 完形 22 1 1．31 1．74 0・39 0．40

26 8 fi 4・49 10 － 4．41 30 27．95 10 93 ob 5 a 完形 92 2．03 1・71 0・67 1．40

26 9 ch 4・42 30 － 4．29 40 27・94 60 1 08 ob 5 a 完形 0・76 0．51 0・06 0・05

2 70 fi 4．33 80 － 4．49 30 27．94 30 5 16 an d6 完形 2．16 2．79 1．15 2・70

2 71 ch 4．23 60 － 4．57 40 28．00 90 Ob 5 a 完形 0．33 0・63 0．06 0．05

2 72 ch 4．2190 1 4・53 00 27．99 60 122 ob 5 a 頭部欠損 0．86 0・70 0．11 0．05

2 73 m C 4．24 00 － 4．41 50 27・94 10 148 Ob 6 b 完形 3．51 2・35 4．10 27・40

2 74 m b 4・26 30 － 4・29 10 27・93 30 2 08 ob 8 a 胴部 0・47 0．33 0・08 0・05

2 76 fl 4・17 00 － 4．04 90 27．97 00 2 56 ob 8 a 完形 1．12 1．50 0．17 0．30

2 77 fi 4・13 00 － 4．2150 27．98 60 3 82 an d 2 完形 38 0 1．27 1．59 0．35 0．60

2 79． ch 3．98 90 － 4・30 90 27・96 90 a n d 3 完形 0．57 0．59 0・23 0．10

28 0 ch 4．07 50 一 4．59 90 27．94 70 an d 6 欠損 0．66 0・49 0・09 0．05 ガ ジ リ

28 1 m b 4・0110 ー 4．59 10 27．96 60 66 o b 5b 胴部 1．30 0．48 0．08 0．05 微小剥離痕 ．線状痕

282 f1 4．13 10 － 4・70 60 27．96 30 2 52 o b 8a 完形 1・15 1．71 、0．37 0・40

2 83 m b 4．0720 － 4．72 60 27．9760 15 1 o b 6a 頭部 1・43 0．43 0．18 0．20

2 84 m C 4．12 20 － 4．82 90 27・99 20 3 2 2 o b 8C 下半部欠損 321 3．43 1．57 3．17 15・20

28 5 fl 4・06 50 1 4．96 90 27．96 50 2 35 o b 8a 下部欠損 1．88 1．25 0．36 1．00

28 6 fl 3・99 20 － 5．04 10 27・98 60 a n d 6 完形 3．35 2．21 ．0．59 3．40

28 7 m b 3．98 30 ■ 5．06 70 27・99 60 3 46 o b 9 頭部 1・30 0．48 0．23 0・20 微小剥離痕 ・線状痕

288 ch 4．08 20 － 5・65 10 27・94 60 a n d 6 完形 1．46 2．25 0．38 1・00

29 0 m C 4・04 20 － 6．05 10 27．95 70 35 ．ob 3 完形 2・78 1．69 1・82 8．40

29 1 fi 3・9130 － 6・19 90 27．9110 165 o b 6由． 完形 2・08 1・04 0．40 0．80

29 2 ch 3．86 70 － 4・24 00 27・94 60 a n d 6 完形 0．68 1．20 0．16 0・10

29 3 ch 3．8700 － 4．59 40 27・94 80 283 o b 8b 完形 28 1 1．02 1．45 0．39 0・50

29 4 fi 3．79 60 － 4．59 50 28・00 10 94 o b 5a 完形 92 1．91 1・41 0．53 ．0．80 ガ ジ リ

296 ch 3・72 80 － 4・52 00 2 7・96 60 a n d 6 完形 1・69 0．91 0．33 0．50

29 8 ch 3．60 50 － 4．57 80 27．96 60 a n d 6 完形 1・03 1．08 0・30 0．30

29 9 ch 3．58 20 － 4．40 70 2 7．9790 a n d 6 完形 0・78 0・60 0・11 0．05

30 0 ch 3．50 00 1 4．33 60 2 7．99 60 a n d 6 完形 0．80 1・16 0．23 0．20

30 1 ch 3．6190 － 4・24 40 2 7．99 90 a n d 6 完形 0．60 1．15 0・12 0・10

30 2 m b 3．3750 － 4・44 10 28・03 10 3 30 o b 80 尾部 1．62 0．68 0．15 0．10 微小剥離痕

・303 fi 3・46 00 － 4・52 00 2 7．98 10 4 88 a n d 6 完形 1．98 2・49 0・72 1・60

30 4 fi 3．94 30 1 5・12 10 2 7．96 30 4 3 o b 4 完形 42 2．10 2．84 0・50 3・10

30 5 Sp a le 3．83 90 ・ － 5・23 70 28．00 90 3 2 o b 3 完形 31 1．82 0・52 0・33 0．30

30 6 ch 3．7770 － 4．89 10 2 7．9750 a n d 3 完形 0．82 1・39 0．33 0．30

30 7 f1 3．5770 － 4．8110 2 7・9730 4 4 8 a n d 6 完形 44 7 3．55 2・93 0．98 7・75

30 8 m b 3・44 90 － 4・70 50 2 7．99 60 21 3 o b 8a 尾部 1・50 0．54 0．11 0．05

30 9 ．m b 3・4150 － 4・73 70 28．0110 20 3 o b 8a 完形 2・76 0．63 0．45 0．70

3 10 ch 3．26 20 － 4．70 20 28．0330 a n d 6 下半部欠損 1．42 1・67 0．32 0．50

3 11 ch 3・23 60 － 4・66 30 28．0150 a n d 6 一部欠損 1．27 1．31 0・28 0．20

3 12 fl 3・4700 － 5．1700 28・00 20 51 7 a n d 6 欠損 1・78 4．53 0・68 4・10

3 13 m b 3．15 80 － 5．3750 28・00 30 15 5 o b 6a 胴部 1．34 0．37 0・12 0．10

3 14 m b 3・15 20 － 4．93 40 28．0160 30 6 o b 8b 頭部 0．53 0．65 0．17 0．05

3 15 f1 3・06 30 － 4・72 60 28・0130 38 8 a n d 2 完形 2．94 4．12 0．59 5・90

3 16 ch 2・96 50 － 4・0160 2 7．99 20 a n d 6 完形 0．95 0．97 0・09 0・05

3 17 fi 2．89 90 － 4．23 00 2 7．99 30 48 1 a n d 6 完形 1・97 2・51 0．61 1 70

3 18 ch 2．9780 － 4．49 50 28．03 50 a n d 6 一部欠損 0．94 1．77 0・22 0．30

3 19 ch l 2・90 10 － 4・62 90 28．04 10 a n d 6 完形 0．96 1．13 0・29 0．20

3 20 ch 2・89 50 － 4．82 20 28・0200 a n d 6 半割 1．71 1．25 ）0．45 0．80

3 21 f1 2．93 60 － 4・97 30 2 7・9760 5 9 o b 5a 完形 47 1・78 0・87 0・32 0・40

3 22 fl 2．86 30 － 5．10 10 2 7・96 60 41 9 a n d 4 完形 3・38 4．02 0．83 6．90

32 4 fi 2・78 70 － 5・02 60 28．1260 51 2 a n d 6 上部欠損 1・46 2・51 0．35 0．50

32 5 fi 2・63 50 － 5・20 00 28．052 0 39 0 a n d 2 完形 2・25 1．63 0・74 1・60

32 6 ch 2．60 90 － 5・18 00 28・04 70 a n d 6 完形 1．09 0．55 0．18 0・10

32 7 ch 2．73 40 － 5・4180 28・0360 a n d 5 完形 1．33 1．33 0．38 0．70

32 8 ch 2・70 20 － 5．42 40 28．0210 a n d 6 完形 0．64 1．20 0．20 0・10

32 9 fi 2．58 30 － 5．34 20 28．020 0 37 7 a n d i 完形 375 3．04 5．06 0・53 7．80

33 0 f1 2．4740 － 5．14 80 2 7．9730 8 9 o b 5a 完形、 1・26 1．34 0・39 0．50 水和層

33 1 ch 2・3700 － 5・1120 2 7．9790 12 1 o b 5a 完形

47

0．67 0・79 0・28 0・10

水和層

33 2 ch 2．39 30 － 5・05 30 2 7．98 60 12 4 o b 5a 完形 0．58 0・91 0．15 0・05

33 3 fl 2．49 10 － 5．02 20 28．0260 8 8 o b 5a 完形 2．50 3・11 0．82 3．80

33 4 fl 2．36 10 － 4．97 30 2 7・99 00 5 8 o b 5a 完形 1・92 1・71 0・52 1．50

33 5 fi 2．2730 － 5・39 80 2 7．9710 4 9 o b 5a 完形 47 1．99 1・84 0．40 0．90

＊Ⅹ・Y・Z＝m、長さ・幅・厚さ＝cm、重量＝g
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番号 器 種 X Y Z 挿図 母岩 遺 存状況 接 合図 長さ 幅 厚 さ 重量 備　　 考

336 fl 2．16 70 － 5．34 70 28・00 30 39 O b3 完形 38 2・52 4．53 0 19 3 6・30

33 7 m b 2．78 90 － 4・73 50 28．00 30 3 29 o b8 C 胴部 0．89 0．47 0・17 0．10 ガジ リ

33 8 m b 2・65 10 － 4．69 70 28．05 80 74 o b5 a 頭部欠損 2・06 0・67 0・15 0．20

34 0 fl 2．79 90 1 4．49 30 28．05 60 4 1 2 a n d 3 完形 1．15 2．49 0．44 0．60

34 1 ch 2・79 10 － 4．42 90 28．00 60 a n d 6 完形 0・96 1．06 0．15 0・10

3 42 ch 2．76 50 － 4．2190 28．00 50 a n d 6 欠損 1．16 1．90 0．91 2．20

3 44 CO re 2・5930 一4・28 70 2 7．98 90 21 7 o b 8a 完形 214 2．59 1．83 0．31 0・80

3 45 ch 2．4700 － 4．3760 28・0190 a n d 6 完形 0．83 1．52 0．38 0・40

3 46 m b 2．3730 －4・40 60 28・026 0 16 2 o b 6b 胴部 2・53 0・61 0．16 0・30 樋状剥離痕

347 ch 2．3300 －4．25 20 28・04 7 0 a n d 6 一部欠損 1．55 1・77 0・58 0．60

3 48 fl 2．2600 1 4・26 60 28．131 0 a n d 2 欠損 2・77 2．38 0．65 3・20

3 49 f l 2．265 0 －4・5700 28．049 0 9 7 o b 5a 完形 95 1．54 2・35 0・40 1．60

3 5 1 fl 2．672 0 1 3．98 7 0 2 7・949 0 40 5 a n d 3 完形 3．03 2．56 0．71 5．10

3 52 c h 2・560 0 － 3・906 0 2 7．985 0 a n d 6 完形 1．54 1・01 0．30 0・30

3 53 fl 2・5－70 0 － 3．649 0 2 7．999 0 2 16 o b 8a 完形 214 2・08 1．80 0・56 1．70

3 54 fl 3・667 0 － 5．956 0 2 7・893 0 4 0 o b 3 完形 38 2．50 3．17 0．69 4．90

3 55 c h 3．474 0 － 5・733 0 2 7．90 10 4 21 a n d 3 完形 1．74 1・53 0．37 0．70

356 fi 3．172 0 － 5．936 0 2 7・97 10 4 78 a n d 6 完形 3．36 2．55 1．27 5．70

35 7 fl 3．276 0 － 5・846 0 2 7・95 70 50 5 a n d 6 完形 1・62 2．69 0．39 1．40

358 c h 2．853 0 － 5・926 0 2 7．95 20 a n d 6 欠損 1．02 1・40 0・20 0．20

35 9 f1 2．785 0 － 5．895 0 2 7．95 50 a n d 3 完形 2・33 2．76 0．67 3・30

36 0 c h 2．866 0 － 5・82 10 2 7．958 0 a n d 6 完形 0・64 0．81 0．08 0．05

36 1 f1 2・864 0 － 5．78 70 27・94 60 5 09 a n d 6 完形 1．48 2・65 0．31 0．90

36 2 ch 2・164 0 － 5．496 0 27．96 20 a n d 6 完形 1・09 2・17 0．50 0・40

36 3 ch 3・14 10 － 5・815 0 27・92 90 4 17 an d3 完形 1・05 1・75 0．28 0．30

36 4 ch 3・10 30 － 5・76 50 27．92 60 an d6 完形 0・77 0・59 0．15 0・05

36 5 f1 牢．67 60 一一 5．67 70 27・96 90 an d6 完形 3．56 2．13 0．78 2・50

36 6 C O re 2．26 50 － 4・89 10 27．96 00 60 ob 5 a 完形 47 4．13 3．14 1．66 23．60

36 7 fl 2．1190 一 4．83 60 27・97 40 a n d 4 半割 3・36 2・55 1・01 4．70

36 8 fi 2・66 70 － 3．82 00 28．0140 4 26 a n d 4 欠損 426 3．32 2．13 1．45 7・80

36 9 ch 2・76 10 － 3・93 40 28．02 60 a n d 6 完形 1．06 0・93 0．15 0．10

3 70 fi 2．85 60 － 3．83 00 28・0130 3 79 a n d l 完形 37 5 2・18 1．30 0・41 1．00

3 71 ch 2．9120 － 3．90 30 27・96 80 a n d 6 完形 1．18 1．07 0．13 0．20

3 72 ch 3．02 00 － 3．9140 27・96 60 a n d 6 完形 0・95 1．16 0・26 0．40

3 73 ch 3・02 10 － 3・84 50 28．0290 3 9 1 a n d 2 完形 1．91 1・21 0．49－ 1．10

3 74 ch 2・95 70 － 3・78 00 27・99 00 a n d 6 完形 1．18 1・22 0・23 0．20

3 75 ch 3．00 80 － 3．69 20 28．016 0 a n d 6 完形 0．79 1．25 0．15 0・20

3 76 ch 3・05 60 － 3・66 70 28・013 0 a n d 6 完形 0．94 0・77 0・11 0．10

3 77 ch 2・83 90 － 3．42 40 28．035 0 a n d 6 完形 0・60 0．86 0・09 0．05

3 78 fi 3・13 60 一 3・80 20 28・019 0 44 9 a n d 6 完形 44 7 2．19 2・99 0．61 3．30

3 79 f1 3．13 30 － 3．43 00 28．014 0 22 2 o b 8a 完形 22 1 1．85 1．48 0．28 0・40

3 80 c h 3・10 50 － 3．39 30 28．048 0 a n d 6 欠損 1．04 0・38 0・13 0．05

3 8 1 c h 3・13 50 － 3．38 20 28・040 0 a n d 6 完形 ．0．98 0．71 0．15 0．10

3 82 f1 3．19 00 －3．28 10 2 8．004 0 47 1 a n d 6 完形 2・44 4・02 0．61 4・50

3 83 c h 3．19 10 －3．19 90 2 7．975 0 a n d 6 欠損 0・77 1．04 0・08 0．10 ガジ リ

384 m b 3．35 50 － 3．5220 2 8．006 0 29 7 o b 8b 完形 2・05 0・51 0．26 0・30

3 85 c h 3．4190 － 3．5590 2 7・997 0 26 0 o b 8a 完形 1．04 1．21 0．23 0．20

3 86 c h 3・4570 － 3．6210 2 8．007 0 3 74 a n d i 完形 1・70 1．00 0．31 0．50

3 87 fl 3・339 0 － 3・7810 2 8・006 0 24 9 o b 8a 一部欠損 1・37 1．57 0．33 0．40

3 88 fi 3・36 5 0 － 3．8700 2 8・012 0 4 26 a n d 4 欠損 426 4・56 3・05 2・16 28．60

3 90 fi 3・472 0 － 3．448 0 2 8．005 0 43 0 a n d 4 完形 429 2．12 3・66 0．64 3・10

3 9 1 c h 3．492 0 － 3・503 0 ′28・015 0 a n d 6 欠損 1 0 5 0・87 0．43 0．60

3 92 fl 3．543 0 － 3・483 0 2 7．978 0 2 28 o b 8 a 完形 227 1．89 3．01 0．48 2・10

3 93 c h 3・572 0 1 3．600 0 2 7．976 0 2 73 o b 8 a 完形 1．05 0．83 0・19 0．20

3 94 fi 3．630 0 － 3・68 10 2 7．966 0 2 33 o b 8 a 完形 1．83 2・69 0．17 0．70

3 95 f1 3．65 10 － 3・826 0 27．98 10 2 55 ob 8 a 下部 欠損 1・32 1．35 0．34 0・40

3 96 fl 3・659 0 － 3．788 0 27・96 60

16 1

an d 3 欠損 1・71 2・07 0・39 1・40

3 9 7 c h 3．689 0 － 3・828 0 27・95 60 an d 6 完形 1・45 1．04 0・27 0・30

3 98 ch 3．68 10 － 3・748 0 27．97 80 an d 6 －完形 0．94 1．28 0．24 0・20

3 9 9 m b 3・692 0 － 3．66 70 27．98 10 ob 6 a 尾部 1．30 0．43 0．12 0．10

4 0 0 m b 3．76 10 － 3・84 70 27・95 40 4 60 a n d 6 胴部 1・50 0・47 0．13 0．10

4 0 1 m b 3．76 20 － 3．69 20 28・0160 2 04 o b8 a 完形 1．80 0．64 0．32 0．30

4 0 2 ch 3．739 0 － 3．543 0 27・99 10 a n d 6 完形 0．89 1．10 0．38 0．30

＊Ⅹ・Y・Z＝m、長さ．幅．厚さ＝cm、重量＝g
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番号 器種 X Y Z 挿 図 ・母岩 遺存状況 接合図 長さ 幅 厚さ 重量 備　　 考

403 fi 3・82 30 － 3．58 20 27・98 60 5 06 an d 6 完形 1．87 3・01 0・54 1・30

4 04 fi 3・8210 － 3．42 70 27・98 60 2 34 ob 8 a 頭部 欠損 1・71 2．07 0．39 1・40

4 05 fl 3・85 70 － 3．42 10 28．02 50 2 5 1 ob 8 a 完形 1・69 1．05 0・26 0・40

4 06 fi 5．03 80 －3・6170 27．90 30 4 ob l 完形 1・65 1．49 0．81 1・60

4 0 7 m b 4．86 70 －5．26 10 27．83 50 150 o b6 a 頭部 1．30 0．61 0・18 0．10

4 08 fl 4．9100 －5・19 10 27．84 30 16 o b 2 完形 12 1・82 1．85 0．36 1．00

409 ch 4・94 70 － 5．0700 27．86 60 2 53 o b 8a 一部欠損 1．15 1・67 0．27 0．20

41 0 ch 4・9530 － 5．04 20 2 7．90 90 2 6 1 o b 8a 下部欠損 0．75 1．10 0．21 0．10

41 1 m b 4．776 0 － 5・09 70 2 7．95 10 158 o b 6a 胴部 0．69 0・41 0・18 0・05

41 2 m C 4．827 0 －4．96 5 0 2 7．88 60 23 o b 2 完形 12 3．74 1．51 3．59 26・80

41 3 ch 4・706 0 － 4．94 0 0 2 7．89 10 113 o b 5a 頭部欠損 0．56 1．11 0．19 0．10

414 m b 4・714 0 － 4・924 0 2 7・89 40 3 08 o b 8b 胴部 0・85 0・36 0．10 0．05

41 5 ch 4・705 0 － 4・904 0 2 7．88 60 a n d 6 完形 0．77 0．45 0．16 0．05

41 6 m C 4．624 0 一 4・885 0 2 7・89 00 13 6 o b 6a 完形 13 0 2・03 1・68 0．70 2．50

4 17 m b 4・602 0 － 4・91 10 2 7・900 0 28 5 o b 8b 完形 28 1 2．79 1・07 0・18 0・50

4 18 fl 4・576 0 1 4・909 0 2 7・90 10 5 6 o b 5a 完形 47 3．91 2．31 1．12 7・60

4 19 fi 4・488 0 － 5．069 0 2 7・894 0 49 1 a n d 6 完形 2・88 2．93 0．62 3．60

42 0 m b，S 4．39 10 － 5．16 70 2 7．909 0 14 5 o b 6a 頭部欠損 1．68 0・61 0．84 0．70 15 4 か ら剥離 されたもの

421 ch 4．465 0 － 5・205 0 2 7．898 0 3 17 o b 8b 完形 0・62 0・84 0．11 0．05

42 2 ch 4．46 70 一 5・224 0 2 7・908 0 1 12 o b 5a 欠損 0・81 1．00 0・33 0・10

42 3 ch 4・503 0 － 5．230 0 2 7．905 0 17 1 o b 6a 完形 1．02 1．54 0．32 0・40

42 4 fl 4・404 0 － 5．318 0 2 7・82 10 3 6 o b 3 完形 4．77 3・97 0．89 9・20

42 5 ch 4．515 0 － 5．46 10 2 7．889 0 10 9 o b 5 a 完形 0．76 1・45 0・17 0．10

42 6 m b 4・346 0 － 5．528 0 2 7．893 0 20 0 o b 8 a 胴部 1．51 0．63 0・90 0・20 ガジ リ

42 7 ch 3．000 0 － 5・94 30 2 7．926 0 4 23 a n d 4 欠損 424 1．41 1．55 0．73 1・10

42 8 fl 2・91 20 － 5．82 00 27．944 0 5 11 a n d 6 完形 1．22 1．65 0．33 0・60

4 29 ch 2．69 80 － 5・80 20 27．95 70 a n d 6 完形 0．74 1．64 0．40 0．30

43 0 ch 2・57 80 － 5．62 30 27．959 0 4 14 a n d 2 完形 1・14 1．99 0・23 0．20

43 1 f1 2．48 00 － 5・78 00 28．05 70 4 72 a n d6 下半部欠損 2・68 2．30 0・50 3・00

43 2 fl 2．20 70 一 5・71 60 27．99 90 4 96 a n d6 下半部欠損 1．79 1．79 0．67 1．60

43 3 f1 2・10 00 1 5・93 00 28・08 80 4 33 a n d4 完形 2・43 3・41 0．50 2・40

43 4 ch 2．13 60 － 5．73 70 27．99 50 a n d4 完形 1．43 1・35 0・13 0・20

43 5 fi 2．10 1．0 － 5・58 80 28・12 60 54 o b 5 a 完形 47 2．74 2・24 0．44 6．70 ガジ リ

43 6 ch 2．12 80 － 5．48 20 27．94 60 1 03 ob 5 a 完形 1．16 1．17 0・51 0．60

43 7 ch 2．00 50 － 5．20 10 27・95 10 2 88 ob 8 b 完形 1・12 1．97 0・49 0．60 123 の打 面形 成

438 fl 2・20 70 － 5．10 00 27・92 90 83 ob 5 a 完形 2・33 1・26 0．49 1・10

4 39 ch 2・83 30 － 5・32 20 27．94 70 an d 6 完形 0．91 1．69 0．51 0・80

44 0 ch 2・32 40 一 5．32 60 27．92 50 1 14 ob 5 a 欠損 0．92 1・10 0．21 0．20

44 1 fi 2．39 70 － 5．20 40 27．92 50 5 1 ob 5 a 完形 47 2．65 1．71 0・21 0・90

4 42 fl 2．68 40 － 5・09 40 27・94 30 9 1 o b 5a 欠損 1・53 2，51 0．36 1．30

4 43 fl 2・68 90 － 4・9730 27．96 60 8 1 o b 5a 完形 2．68 1・83 0．67 3．3b

4 45 ch 2・56 20 － 5・0260 27・94 60 2 86 o b 8b 完形 1．44 0・84 0・17 0．30 12 3 の打面形成

446 ch 2．48 30 － 5．05 40 27．93 40 115 o b 5a 完形 0．81 0．55 0．58 0．20

4 47 ch 2・48 20 1 4．99 00 2 7．93 50 3 3 1 o b 80 完形 0．94 1・51 0・24 0．20

4 48 ch 2．3290 － 5・0110 2 7．93 80 3 39 o b 8d 完形 1．67 0・69 2・20 0．10

4 49 f1 2．44 50 － 4．9730 2 7．94 00 50 o b 5a 完形 47 1・51 1．44 0・23 0・50

4 50 fl 2・43 1 0 －4・9550 2 7．94 90 5 2 o b 5a 破損 47 1・41 0．97 0・33 0・50

4 51 fl 2・422 0 －4・94 10 2 7・93 60 55 o b 5a 完形 47 1・26 2・39 0．72 1．50

4 52 fl 2．44 2 0 －4．8750 2 7・96 30 96 o b 5a 完形 95 1．18 1．36 0．16 0．30

4 53 ch 2・426 0 一4・8540 2 7．9210 2 65 o b 8a 胴部 1・73 0・75 0．13 3．20

4 54 c h 2．56 6 0 1 4・6730 2 7．98 60 3 95 a n d 2 完形 1．44 2．35 0．42 0・60

4 55 c h 2．44 7 0 －4．4280 2 7・99 60 3 94 a n d 2 完形 1．81 1・51 0・40 1－10

4 56 fl 2・059 0 － 4．160 0 2 7・9330 4 58 a n d 6 上部欠損 456 1．39 2．33 0．61 1・50

4 57 c h 2・092 0 － 4．106 0 2 7・94 30 a n d 6 完形 1．23 1・95 0．45 0・60

4 58 fl 2・138 0 － 4．163 0 2 7・9760 5 0 2 a n d 6 完形 2．18 1・27 0・41 1．10

4 59 m b 2．199 0 － 4・290 0 2 7．94 10 15 7 o b 6a 胴部 0．80 0．47 0．16 0．10

4 60 fi 2．304 0 － 4．198 0 2 7・9910 4 5 7 a n d 6 先端部欠損 456 3．02 2．76 1．02 4．90

4 6 1 ch 2．217 0 － 4．058 0 2 7・9730 a n d 6 欠損 0．78 1・77 0．41 0．60

4 62 ch 2．247 0 1 4・029 0 2 7．961 0 a n d 6 完形 1・44 1．62 0・29 0．50

4 63 ch 2．26 10 l 4．049 0 2 7・9580 a n d 6 欠損 1・20 2．23 0・24 0・40

4 64 ch 2・27 10 － 4・075 0 2 7・958 0 a n d 2 完形 0．70 0．82 0．17 0．10

4 65 fl 2・445 0 － 3．998 0 2 7．961 0 a n d 6 欠損 2．47 1．03 0．35 0．70

4 66 ch 2．633 0 － 4．343 0 2 7．959 0 a n d 6 完形 0・63 1・15 0．10 0．05

＊Ⅹ・Y．Z＝㎡、長さ・幅・厚さ＝cm、重量＝g
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番号 器 種 X Y Z 挿図 母岩 遺存状況 接合図 長さ 幅 厚さ 重量 備　　 考

467 m b 2・65 30 － 4．35 70 2 7．9710 64 o b 5C 胴部 1．37 0・36 0．14 0．10

4 68 fl 2．6790 一 4．35 80 2 7．96 30 5 13 a n d 6 下部欠損 1．18 2・96 0．78 1．70

4 70 fl 2．88 20 1 4．39 10 2 7．95 90 3 8 1 a n d 2 完形 380 1・56 2．26 0．45 0・90

4 7 1 ch 2・9210 － 4．319 0 2 7．94 10 3 16 o b8 b 完形 1．42 1．09 0．29 0．30

4 72 ch 2・85 00 －4・10 9 0 2 7．96 00 3 83 a n d 2 欠損 383 1・28 1．21 0．35 0・40

4 73 ch 3・04 70 －4・18 5 0 2 7．96 30 116 O b 5a 完形 0．57 －0．84 0．15 0・05

4 74 fi 3・4750 一4．39 6 0 2 7．96 10 4 76 a n d 6 完形 3・91 2・14 0・61 2．20

4 75 ch 3．6750 －4．33 5 0 2 7．89 90 18 2 o b 6a 完形 0・73 1・23 0・09 0．10

4 76 fl 3．63 00 －4．39 5 0 2 7・9280 4 1 o b4 上部欠損 41 2．52 1．86 0・57 2．60

4 78 ch 2．56 30 － 3．522 0 2 7．9300 a n d 6 完形 1．08 1．41 0．23 0・30

4 79 ch 3．29 70 － 3・74 10 2 7．9580 263 o b 8a 欠損 0．80 0．95 0・10 0．10 ガ ジ リ

480 fl 3．1770 － 3．118 0 2 7・94 60 244 O b 8a 完形 2・13 1．45 0・42 0．90

4 8 1 c h 3．2720 － 2．272 0 2 8・0420 a n d 6 欠損 1・14 1・82 0．32 0・40

4 8 2 m C 2．431 0 － 2．359 0 2 7．9390 4 5 9 a n d 6 完形 4・17 1．43 2・42 19．20

48 3 m b 2．683 0 l 2．785 0 2 7．976 0 21 0 o b 8a 胴部 1．19 0．35 0．15 0．05

484 m b 2．703 0 － 2・75 10 2 7．992 0 30 1 o b 8b 頭部 1．50 0．60 0．15 0．20 微小剥離痕

485 m b 2．594 0 － 2・822 0 2 7．974 0 30 2 o b 8b 頭部 1・40 0．60 0．15 0・10

48 6 fi 2．615 0 － 2．98 70 2 7・989 0 4 9 0 a n d 6 完形 2・87 2．00 0・49 2・10

48 7 m b 2．665 0 － 3．086 0 2 7．929 0 19 8 o b 8a 頭部 2・50 0．60 0．30 0－40 微小剥離痕

488 c h 4．872 0 － 5．108 0 2 7・919 0 27 6 o b 8a 一部欠損 0．59 0．74 0・17 0．05 ガジ リ

48 9 m b －S 4．930 0 － 5．139 0 2 7．908 0 13 9 o b 6a 頭部欠損 137 2．02 0・57 1・65 1．20

49 0 c h 4．762 0 － 4．995 0 2 7・896 0 14 4 o b 6a 欠損 14 4 1・70 0・78 0．45 0・50

49 1 c h 4．71 10 － 4・904 0 2 7・906 0 17 7 o b 6a 完形 0．83 1．13 0．17 0．10

49 2 fl 3・190 0 － 2．903 0 2 7．920 0 a n d 6 欠損 2．94 2・20 0．42 2・30

49 3 fl 2．596 0 － 3・81 20 2 7．91 10 46 3 a n d 6 完形 4・29 8．15 1・53 5 9．50

49 4 c h 5・446 0 － 3・80 50 2 7・866 0 1 10 o b 5a 完形 0．66 1．57 0・39 0・30

49 5 fl 4．980 0 － 3．986 0 2 7．87 10 29 6 o b 8b 欠損 29 4 1・00 1．46 0・81 1・00

49 6 c h 4．982 0 － 4・020 0 27．85 10 25 8 O b 8a 欠損 0．95 0．72 0．26 0．20

49 7 fi 5．135 0 － 4．744 0 27・88 10 35 1 o b 14 完形 2．98 2・97 0．90 6・20

49 8 fl 4・847 0 － 5．10 80 27．838 0 24 6 o b 8 a 完形 1．51 1．48 0．35 0・50

49 9 m C 4．862 0 － 5．05 60 27．86 70 13 5 o b 6 a 完形 13 0 2・20 2・17 1．27 4・20

50 0 fl 4．864 0 － 4．97 90 27．879 0 24 7 o b 8 a 完形 1．25 1・83 0．17 0．30

50 1 c h 4．822 0 － 4・99 10 27・876 0 1 76 o b 6 a 完形 1．10 0・77 0．14 0．10

50 2 c h 4・804 0 － 5．02 10 27．866 0 14 1 o b 6 a 完形 14 0 0．82 1．04 0・14 0．10

50 3 m C 4．802 0 － 4・99 90 27・87 50 3 3 o b 3 完形 31 2．14 0．73 1．37 1．90

50 4 c h ・4．786 0 － 4．99 20 27・86 70 34 1 o b 8 d 完形 1・02 0．58 0．14 0．10

50 5 c h 4．772 0 － 4．93 00 27・896 0 18 5 o b 6 a 完形 0．61 0・54 0．13 0．05

50 6 c h 4・740 0 － 4．93 30 27．894 0 1 75 o b 6 a 完形 1．45 0・76－ 0．37 0．30

50 7 fl 4．70 20 － 4．75 50 27．84 90 2 50 o b 8 a 上部欠損 1．59 1．38 0．63 0．90

50 8 c h 4．645 0 － 4．83 20 27．89 80 28 4 o b 8 b 完形 28 1 1・39 1．74 0・39 0．60

50 9 c h 4．52 20 － 4．88 00 27・90 50 1 81 o b 6 a 完形 0．93 1．10 0・15 0．20

5 10 c h 4．508 0 － 4．87 10 27．88 20 1 17 o b 5 a 完形 0．67 0・80 0・10 0．05

5 11 ch 4．494 0 － 4・87 50 27．91 10 1 18 ob 5 a 完形 0・71 0・48 0 103 0．05

5 12 ch 4．48 20 － 4．85 10 27・90 70 2 90 o b 8 b 一部欠損 1．34 1・51 0．34 0．50

5 15 m b 4・024 0 － 5．06 00 27．93 40 75 Ob垣 頭部欠損 1．05 0．40 0．05 0．05

5 16 m b 3・929 0 － 5・08 40 27・89 60 3 09 ob 8 b 胴部 0．65 0．35 0・10 0・05

5 17 m b 4．41 20 － 5．57 40 27．86 60 77 ob 5 a 先端部欠損 1・85 0・45 0・25 0・20

5 18 c h 4．434 0 1 5．59 20 27．87 60 2 64 ob 8 a 欠損 0・55 1．20 0．18 0・05

5 19 ． fl 5・54 70 － 5．24 60 28．04 70 3 92 an d 2 完形 2．64 2．25 0．59 3．00

52 0 m b 5．444 0 － 5・29 20 27．99 30 70 ob 5 b 胴部 0．89 0．35 0．10 0．05

5 21 m b 5．346 0 － 5．43 60 27．97 10 1 49 ob 6 b 頭部 1．44 0．61 0．13 0・20

5 22 ch 5．329 0 － 5．50 30 27・87 90 3 13 ob 8 b 完形 1．08 0．87 0．27 0．20

5 23 m C 5．456 0 一 5．57 30 27・98 90 15 ob 2 欠損 12 2．27 0．78 1．19 2一00

5 24 ch 5・45 70 － 5・73 00 27・9160 a n d 6 欠損 1・29 1．13 0．47 0．50

5 25 m b 5・324 0 － 5．78 20 27・88 90 3 04 o b8 b 頭部 1・15 0．49 0．13 0・10

5 26 m b 5．19 10 － 5．67 20 27．94 60 3 19 o b8 b’ 胴部 2・20 0．55 0．18 0．30 微小剥離痕 ・ガジ リ

527 ch 4．85 00 － 5．96 20 2 7．92 60 11 1 o b 5a 完形 1・04 0．80 0．16 0・10

5 28 fl 4・03 20 1 6・20 30 2 7．89 40 4 04 a n d 3 欠損 404 1・25 2・24 0・78 1．70

5 29 u fl 3・66 80 － 4．53 60 2 7．84 80 2 3 7

3 86

o b 8a 欠損 1．75 2．31 0．38 0・90 ガジ リ

53 0 ch 2・71 70 － 5．03 90 2 7．90 90 a n d 6 欠損 0．70 0．72 0．10 0．05

5 31 ch 2・86 60 － 5．10 90 2 7・9130 a n d 2 完形 1．92 0・48 0・17 0・20

5 32 fl 2・86 20 － 5．12 30 2 7．9170 a n d 2 完形 1．85 3．02 0・33 1．70

5 33 ch 3・04 00 － 5・35 40 2 7．9190 a n d 6 欠損 1．31 2．48 0・29 0．80

＊Ⅹ・Y．Z＝㎡、長さ・幅．厚さ＝cm、重量＝g
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番号 器種 X Y Z 挿図 母若 遺存状況 接合図 長 さ 幅 厚 さ 重量 備　　 考

534 ch 3．206 0 － 5．612 0 2 7．881 0 a n d 6 欠損 1．22 1．04 0．31 0．30

53 5 ch 3・179 0 － 5．654 0 2 7．871 0 a n d 6 完全 0．61 1．31 0．1P 0．05

53 6 fl 3・139 0 － 5．928 0 2 7．936 0 d n d 3 完形 1．59 1．77 0．45 0．80

53 7 ch 2．826 0 － 5．724 0 2 7．859 0 a n d 3 完形 1・21 1．79 0．21 0．40

53 8 m b 4・844 0 － 5．015 0 2 7・877 0 6 8 o b 5 C 胴部 1．03 0．53 0．61 0．10

53 9 ch 4．722 0 － 4．84 70 2 7．848 0 14 4 O b 6 a 欠損 14 4 0．85 0．94 0．48 0．40

54 0 fi 4・660 0 － 4．816 0 2 7・873 0 24 1 o b 8 a 完形 1．56 1．95 0・56 0・70

54 1 ch 4，558 0 － 4．83 70 2 7・89 10 1 78 o b 6 a 欠損 0．34 0・94 0・08 0．05

54 2 m b 4．530 0 l 4．829 0 2 7．879 0 16 0 o b 6 a 尾部 1・05 0．44 0・09 0・10

54 3 fl 5．19 20 － 5・785 0 2 7．918 0 9 8 o b 5 a 欠損 1．57 0．44 0．14 0．20

54 4 ch 2．53 10 － 5・35 70 2 7．855 0 a n d 3 完形 1・36 1．33 0・65 0．70

54 5 ch 2．71 70 － 5．89 90 2 7・939 0 a n d6 半欠 1．84 0．60 0．26 0・20

54 6 ch 2・56 20 － 5．90 20 2 7．934 0 4 15 a n d3 完形 1．49 1．65 0・45 0．60

54 7 ch 2．51 80 － 5・85 80 27．94 20 a n d6 完形 1．47 1・29 0・23 0．30

54 8 ch 2・51 50 － 5．87 60 27．94 30 an d 2 完形 0・78 0．95 0．25 0．10

54 9 ch 2．47 70 － 5．92 40 27．92 10 an d 6 完形 1．49 1．82 0・13 0．30

5 50 ch 2．5100 － 5．76 30 27・92 60 5 03 an d 6 欠損 1・40 2．60 0．50 1．30

5 51 m b 2．49 80 － 5・78 50 27・9110 3 25 ob 8 C 完形 1．69 0・47 0．24 0．20

5 52 ch 2．29 70 － 5．88 20 27・90 40 183 ob 6 a 完形 0．61 ．0．70 0．14 0・05

5 53 fi 2・17 00 － 5．85 90 27・90 00 an d 4 欠損 2・30 1．35 0．71 1・90

5 54 eh 2．16 60 － 5・58 70 27．92 20 an d 6 完形 1・35 1．98 0．53 0．80

5 55 fl 2・13 00 － 5・58 60 27・95 70 53 o b 5a 完形 47 1．97 1．67 0・20 0・80 ガ ジリ

556 ch 2．0790 － 5・55 20 27・94 60 a n d 6 完形 0．63 1．85 0．32 0．20

5 57 fi 2．13 20 － 5．28 30 27．9160 5 15 a n d 6 完形 1・46 2．59 0・50 1・50

5 58 fl 1．83 00 1 4．20 70 28．0110 4 6 7 a n d 6 完形 3．84 4．12 0．73 12．00

5 59 f1 1・94 00 ー 4．44 60 27．9710 4 99 a n d 6 完形 1・50 1・93 0・44 0．90

5 6′0 fi 1．78 20 － 4．38 40 28・0180 3 8 5 a n d 2 完形 3・28 1・71 0．95 0．10

5 6 1 f1 1．68 2 0 －4．63 20 2 7．9110 a n d 6 欠損 3．70 2．49 0．72 5．田0

5 62 f1 1．68 6 0 －4・9190 2 7．9240 3 6 1 a n d i 完形 2．93 1．58 0．69 2．70

5 63 m b 1・759 0 － 5・18 40 28・0750 30 3 o b 8b 頭部 1．45 0．50 0・15 0・10 微小剥離痕

565 m b 1．810 0 － 5・73 20 2 7．8730 34 5 o b 10 頭部 1．38 0．58 0．22 0・30 微小剥離痕 ．線状痕

566 c h 1．901 0 － 5．90 60 28・04 0 0 a n d 6 完形 0．88 1・23 0・18 0．10

5 6 7 SC 1．614 0 － 5．9200 2 7・929 0 4 2 7 a n d 4 欠損 2．62 3．45 0・81 4．70

5 68 ch 1・286 0 1 5．73 80 2 7．889 0 a n d 6 完形 1．17 1．72 0．25 0．30

5 69 f1 1．266 0 － 5．7620 2 7・941 0 45 0 a n d 6 完形 44 6 1．65 2・44 0．53 1・60

5 70 fi 1・266 0 － 5．8290 2 7・946 0 48 5 a n d 6 完形 1．98 1・87 0．34 1．00

5 7 1 fi 1．346 0 － 5・922 0 2 7．939 0 45 1 a n d 6 完形 44 6 2．23 2．62 0・61 2．40

5 7 2 rfi（m C） 1・384 0 － 5．9370 2 7．924 0 19 7 o b 8a 完形 3．99 2．18 1．72 9．40

5 73 fl 1・375 0 － 6・048 0 2 7．903 0 35 3 a n d i 完形 2．30 2・40 0・60 3・20

574 ch 1．424 0 － 6・018 0 2 8．00 10 a n d 6 完形 1．32 1．73 0．33 0．50

57 5 fl 1・485 0 － 6．016 0 2 7・910 0 a n d 6 半割 1．48 1．60 0．51 0．90

57 6 f1 1．474 0 － 6．137 0 2 7．900 0 5 10 a n d 6 完形 1．25 2・68 0．46 0．70

57 7 fi 1．59 10 － 6・049 0 2 7・930 0 5 19 a n d 6 完形 2．18 2．66 0．38 1．80

57 8 f1 1．504 0 － 6．430 0 2 8．122 0 43 2 a n d 4 完形 2・25 2・69 0．58 1．80

57 9 m b 1・596 0 1 6．520 0 2 7．882 0 43 6 a n d 4 頭部 2．04 0．56 0．15 0．20 微小剥離痕

580 fi 1．573 0 － 6・643 0 2 8．032 0 36 2 a n d i 完形 1・80 1・97 0．44 1．40

58 1 fl 1・67 20 － 6．700 0 2 7・96 10 43 4 a n d 4 完形 7．62 3・51 1．34 3 2．20

58 2 fi 1・87 20 － 6・364 0 2 7．95 10 40 0 a n d 3 完形 399 1．63 2．94 0．46 2．00

58 3 fi 1・85 20 － 6・303 0 2 7．923 0 43 7 a n d 4 完形 1．53 1．79 0．36 0．60

58 4 f1 1．76 80 － 5．966 0 27．948 0 a n d 6 半割 1．72 2．68 0・71 2．30

58 5 fl 1．79 00 － 6．46 10 27．860 0 36 4 an d i 完形 1．35 1．57 0．29 0．60

58 6 fi 2・014 0 － 6．040 0 28・025 0 4 79 an d 6 完形 2．37 2．46 0．52 1．90

58 7 fi 2．00 90 － 6．123 0 27．873 0 4 82 an d 6 完形 2．94 2・10 0・68 2・10

58 8 ch 2．03 30 1 6・206 0 27．94 30 an d 6 完形 1．11 0．70 0・12 0．10

58 9 fi 2．14 60 － 6．140 0 27．94 50 4 93 an d 6 完形 1．42 2・35 0．49 0．90

59 0 fi 2．10 60 ー 6．414 0 28・02 90 4 53 an d 6 欠損 455 3・15 3．25 1・47 12・60

59 1 fi 2．12 00 － 6．453 0 27．96 90 4 11 an d 3 －完形 1．89 1・70 0．55 1．30

59 2 fi 2・23 60 － 6．258 0 27・93 20 4 07 an d 3 完形 1・65 2．68 0・45 1．70

59 3 fi 2・20 60 － 6・308 0 27．99 70 4 28 an d 4 完形 2・45 2．50 0．48 2．40

59 4 fl 2．16 90 － 6．279 0 27．92 10 2 32 ob 8 a 完形 1．72 2．91 0．48 2．40

59 5 f1 2．2130 － 6．328 0 27・92 10 52 ob 5 a 破損 47 0・84 0・66 0．32 0・20

59 6 ch 2．12 20 ー 6・659 0 27．86 60

3 93

an d 4 欠損 1．31 2．70 0・39 1・30

59 7 f1 2・12 20 － 6・71 10 27．90 20 an d 2 完形 2．28 1．99 0．57 1．30

＊X．Y．Z＝m、長さ・幅・厚さ＝cm、重量＝g
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番号 器種 X Y Z 挿図 母 岩 遺存状 況 接合 図 長 さ 幅 厚 さ 重量 備　　 考

598 ch 2．20 00 － 6．87 90 27・85 00 4 16 an d 3 完形 1．02 1．91 0．18 0．30

59 9 ch 2・43 50 － 6・15 00 27．93 30 4 42 an d 4 完形 2・22 0．83 0．44 0・60

60 0 fi 2．43 90 － 6・17 20 27・94 60 an d 4 欠損 3・31 1．89 0．62 2・50

60 2 f1 2・67 00 － 5．98 20 27・99 50 3 55 a田di 完形 2・40 3・16 0・32 2．70

60 3 ch 2．73 30 － 6・04 10 27・95 30 4 18 an d 3 完形 1・22 1・59 0．35 0．50

60 4 ch 2．68 50 － 6・16 60 27・95 60 180 Ob 6 a 完形　 － 0・80 1・05 0・15 0．10

60 5 f1 2．54 90 － 6・23 90 27．90 00 4 06 a n d 3 完形 2、33 2・57 0・48 1．60

60 6 f1 2．59 20 － 6．55 10 27．90 10 4 84 a n d 6 完形 2．65 1．51 0・58 1．40

6 07 ch 2・6720 － 6・57 80 27・89 10 a n d 3 完形 1．54 0．67 0・14 0．10

6 08 ch 2．95 90 － 5．94 90 27・9260 a n d 2 完形 0．69 1・04 0．28 0．20

6 09 ch 2．88 00 － 5．97 90 27．9190 a n d 6 完形 1．46 1・16 0．34 0・50

6 10 fl 2・95 10 － 6．0100 2 7・94 50 4 70 a n d 6 欠損 2・92 3．61 0．93 8・00

6 1 1 fi 2・99 00 － 6．14 60 2 7・9590 a n d 6 欠損 1．80 1・88 0．34 1・20

6 12 fl 2・8250 － 6．08 00 2 7．9620 4 83 a n d 6 完形 2・97 2・30 0．59 2．20

6 13 fl 2．84 70 一6・14 90 2 7．9060 4 25 a n d 4 欠損 425 0・65 1．53 0．43 0．50

6 14 fl 2・879 0 －6・215 0 2 7・893 0 356 a n d l 完形 2．80 2．75 0．71 4・90

6 15 fl 2・983 0 －6．29 7 0 2 7．917 0 504 a n d 6 完形 1．62 2・27 0．65 1・90

6 16 fi 3・121 0 －5．959 0 2 7・959 0 4 54 a n d 6 欠損 455 2・75 1．63 0．92 3．10

6 17 ch 3・425 0 －6．09 8 0 2 7．903 0 106 O b 5a 頭部欠損 1．24 0．51 0．19 0・10

6 18 ch 3・415 0 －6．112 0 2 7．903 0 a n d 6 完形 0．65 1．22 0・28 0・20

6 19 ch 3．614 0 － 6・158 0 2 7・891 0 a n d 3 完形 1・12 0・82 0・23 0・20

6 20 fi 3・146 0 一 6・710 0 2 7．909 0 42 2 a n d 4 完形 424 2・19 2・01 0．29 1・10

6 2 1 fl 3．554 0 － 6．668 0 2 7．926 0 40 4 a n d 3 欠損 40 4 1・47 2．01 0・40 1．00

6 2 2 u f1 3 ・185 0 － 6・963 0 2 7．995 0 18 7 o b 7 完形 18 6 2・58 2．84 0．79 3・70

6 23 m b 3．689 0 － 6・479 0 2 7．88 10 6 3 o b 5a 頭部 1．89 0．54 0．18 0．20 微小剥離痕 ・線状痕

624 fi 3．937 0 － 6．552 0 2 7．979 0 49 4 a n d 6 完形 2．59 2・23 0．64 2．20

6 25 f1 2・017 0 － 1・623 0 2 8．108 0 37 8 a n d 1 欠損 37 5 2．32 3・36 0．86 5．60

6 26 c h 1・694 0 － 5・236 0 2 7．865 0 19 4 o b 7 完形 1・00 1・44 0．30 0．40

6 2 7 m b 1・567 0 ー 6・039 0 2 7．869 0 32 8 O b 8C 頭部 1．49 0．．65 0・12 0．10 微小剥離痕

628 m b 1．14 10 － 6．08 70 27．826 0 30 7 o b 8b 胴部 1・80 0．50 0．10 0．10 微小剥離痕 ．線状痕

629 fi 1・045 0 － 6．556 0 27・86 70 a n d 2 完形 2・55 3．52 0．65 5．10

6 3 0 c h 2．038 0 － 6．054 0 27．889 0 a n d 4 完形 0・79 1・10 0・10 0・05

6 3 1 c h ． 2．255 0 － 5．943 0 27．85 10 4 10 a n d 6 完形 2．24 1．36 0．65 1．50

6 3 2 f1 2．753 0 － 6．055 0 27・876 0 4 73 a n d 6 完形 2・43 3．58 0・56 4．10

6 3 3 fi 2．873 0 － 6．40 10 27．860 0 43 5 a n d 4 完形 4．85 3・29 1・20 15・00

6 34 c h 3．636 0 一 5・665 0 27．810 0 4 13 a n d 3 完形 1．32 1．90 0・36 0．90

6 3 5 fl 4・486 0 l 5．136 0 27．82 10 1 70 o b 6 a 完形 1．12 1．97 0．23 0．40

6 3 6 m C 4．50 10 － 4．90 20 27．76 20 13 1 o b 6 a 完形 13 0 2・20 4．94 0・91 7・50

63 7 m b 4・55 20 － 4．858 0 27．846 0 6 9 o b 5 b 胴部 1．07 0・42 0．16 0・10 微小剥離痕

638 c h 4・639 0 一 4．864 0 27．84 50 16 3 ob 6 a 欠損 1．70 0．44 0．24 0．20

63 9 c h 4．61 70 1 4・824 0 27．84 70 2 70 ob 8 a 完形 0・90 0．61 0．22 0．10

64 0 f1 4．495 0 － 4．63 50 27．82 10 1 93 ob 7 完形 1・50 1．04 0．30 0．40

64 1 c h 5．54 70 1 5．90 80 27．86 90 1 92 ob 7 完形 1・21 1．05 1．12 0．10

64 2 m C 4．865 0 － 5．15 20 27．75 80 2 92 ob 8 b 完形 ．29 1 2．80 3．20 1．50 12．80

64 3 fl 4・499 0 － 5．49 70 27．73 10 2 48 ob 8 a 完形 1．73 1．02 0・22 0・30

64 8 fl 2．660 0 － 3・98 00 28．20 10 4 44 an d 6 完形 446 1．79 3．74 0．80 5・80

4 44－1 m b 2．606 0 － 4．98 50 27・91 40 1 91 OP 7 頭部 1．68 0・55 0．17 0．20 上部ガ ジ リ

444－2 c h 2．606 0 － 4．98 50 27．91 40 ob 5 a 完形 0・50 0．54 0・05 0・05

4 区－1 c h 6．920 0 ー 5・09 00 27・87 00 an d 6 完形 1．39 0．65 0．23 0．20

4 区－2 m b 7・010 0 － 5．34 00 27．89 00 3 1 1 ob 8 b 頭部 2．02 0・55 0．20 0・20 微小剥離痕

4 区－3 c h 7．320 0 － 5．45 00 27．99 10 an d 6 欠損 1・08 0．72 0・14 0・10

4 区－4 m b 7．530 0 － 4．86 00 27．9170 3 12 ob 8 b 頭部 1．56 0．41 0・16 0・20 微小剥離痕

4 区－5 m b 7．37 00 － 5．69 00 27・83 90 2 12 ob 8 a 尾部 0・72 0．44 0・09 0・05

5 区－1 m b 9．700 0 － 8・4100 27．88 90 78 ob 5 a 尾部 1・30 0．32 0．09 －0．10

一括－5 m b－S 79 o b5 a 頭部欠損 1．98 0．47 0．23 0．20

一括－6 c h 2 7 1 o b8 a 一部欠損 1・02 0・79 0．15 0．05

一括－7 c h 3 70 a n d i 欠損 1．06 1．61 0．44 0．60

一括－8 fl ，359 an d 1 完形 1．88 2．20 0・79 2．80

＊Ⅹ・Y．Z＝㎡、長さ．幅・厚さ＝cm、重量＝g
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第四章　考　　　察

1・遺跡における場および行動の復元

（1）場の機能

1区内において、石器が密集する地域には、f－3区南西部とe－4・5区の2箇所がある。これら

は直径1m以内に納まるもので、それぞれA・Bブロックと称する。さらにその南側にはA・Bブロ

ックに比べて散漫ではあるが、視覚的に直径2mほどのブロックを2つ認識できる。C・d－3・4

区とb・C－5・6区であり、それぞれC・Dブロックと称する（fig・39）。これらが、同時期である

ことは、互いのブロック間に接合関係が存在することから明らかである。A・B間は個体別資料1．

4・6の接合関係から、B．C間は個体別資料8の接合関係および分布から、B．D間は個体別資料

5の接合関係から、C・D問は個体別資料4・5の接合関係から、A・B・D問は個体別資料17の接合

関係から、それぞれ独立したものでなく、連鎖をもって形成されたことが分る。A・C間の直接的な

接合関係はないOただし、個体別資料8（a）の分布状況から、相互に関連があったことがわかる。こ

の狭いブロック間の石器の動きは、石器製作時の飛散やその後に行われた踏み込みや二次的廃棄など

の人為的行為、そして自然のpost－OCCuPationaiprocessesによって引き起こされた可能性もある。し

かし、とくにA・B間に見られるような同一ブロック間の複数の接合例、ブロックの個性的な機能を示

す纏まりの存在からも、多少の移動はあったにせよ基本的にほぼ原位置を留めた資料と考えられる。

本遺跡における石器の移動は人為的な意思に基づく行為の結果が累積したものと考えられる。

上記のような状況を証明するものに、個別石器の場における偏在性がある（fig・40）。Bブロックに

は破片も含め23個の細石刃石核が含まれ、全体の8割がここに集中している。ここでは個体別資料

2・3・6・7・8の細石刃石核の製作が行われている。Aブロックにも個体別資料1の細石刃石核

が含まれ、この2ブッロクは接合関係が頻繁なことから、この2ブロックを中心に細石刃の生産が行

われたものと考えられる。つまり、1区北半に

おいて細石刃が生産されたことになる。これは、

石核の打面スポールや側方連続剥離のチップ、

細石刃の初期スポールなどがほぼこの1区北半

に細石刃石核の分布と重なるように分布するこ

とからもわかる。これに対して細石刃は、ほぼ

このブロック群全体に分布している。4区での

細石刃の分布や個体別資料において細石刃石核

がない4・5などの資料は、分布状態からみて、

この1区と4区間の末調査区に存在する可能性

もある。

これに対して南半分のC・Dブロックは、個

体別資料5に代表されるように小型の石核の剥

離（ブランクの可能性がある）と使用痕のある

剥片やスクレイパーに特徴づけられる。1区の

南半分は、これらの製作・使用が行なわれた場

所と考えられる。細石刃はほぼこれらの4ブッ
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fig・39　ブロック相関概念図
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ロックと重なるように全体に分布している。この中には使用痕をもっ細石刃も存在することから、細

石刃剥離以外の行為、つまり植刃器の製作・使用、動物の解体などが行われた可能性がある。つまり、

製品として遺跡に持ち込まれたと考えられる個体別資料7～12の細石刃がすべて使用痕をもち使い古

されていること、さらにこの場で製作された個体別資料5・8の細石刃中にも使用痕があることから、

古い細石刃の交換や新たな細石刃による植刃器の製作・使用などが考えられ、さらにスクレイパーや

使用痕のある剥片の存在は、工具や道具の使用場所であった可能性を示している。

このことより、一連の細石刃の製作において北半分と南半分で行われた行為には若干の差が認めら

れると言えよう。

（2）遺跡の占有期間と集団規模

今回の調査では、20の個体別資料を認識したが、それぞれの個別の個体別分布で把握された細石刃

関連の個体ごとのライフヒストリーを整理してみると、表4のようになる。
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表4　個体別資料分析表

個体番号石材警買腎誓素材調達（搬入形態）石核調整糸監「禁。霊霊。
1　　　0bl　1　1

2　　　0b2　　3　　2　　1

3　　　0b3　2

4　　　0b4　　　　1

5　　　0b5　　　18　　1

6　　　0b6　1114　　2

7　　　0b7　1　1　　2

8　　　0b8　10　43

9　　　0b9　　　　2

10　　　0blO　　　　1

11　　0b11　　　1

12　　　0b12　　　　1

18　　　And4　　　1

20　　　And6　1　1

剥片　　　　　　○　　　○　　　　　　　細石刃
原礫　　　　　　〇　　　　〇　　　〇　　　細石刃

1　剥片・細石刃石核　　△　　　○

原礫

原礫
板状剥片

剥片もしくは原礫

原礫
×

×

×

×

×

細石刃石核もしく
は剥片

？

〇

〇

〇

〇

×

×

×

×

×

△

〇

〇

〇

〇

×

×

×

×

×

○

細石刃・中間
剥片

細石刃石
核・細石刃

○　　細石刃石核　○
○

細石刃石
核？

△

×

×

×

×

×

×

（○）
（○）

（○）
（○）

（○）

調整剥片？

〇

〇

〇

△

△

○

×

細石刃に関して言えば、原礫状態の原石4～5個、剥片（分割礫）状態の原石3～5個、細石刃石

核1・2個、切断された細石刃5個（植刃器状態の可能性もある）が遺跡に持ち込まれ、182本以上

の細石刃が剥離され、植刃器の修理（製作）が行われたと推定される。生産された細石刃の数は遺跡

に残された細石刃数＋細石刃の剥離痕数を集計しているため、細石核の消耗度を考えると、この1・5倍

（およそ270本）は生産されていたものと推定できる。完形細石刃と作業面の剥離痕から求めた平均的

な細石刃の長さ2・68cmの2／3が刃として利用され、廃棄されたと考えられる使用痕のある細石刃を除

くと、刃部総長は4・3mとなり、シベリア出土の植刃器に換算すると、エニセイ川流域の後期旧石器時

代のココレヴォⅠ遺跡出土の片刃小型槍で35本、同リストベンカ遺跡出土の片刃大型槍で17本、ザバ

イカル地方の中石器時代初頭のオシュルコヴォ遺跡の両刃中型植刃槍クラスの製品で13本、サハリン

の中石器時代遺跡メドヴェ－ジフ・トラゲイ洞穴の両刃短剣クラスで11本製作することができる（小

畑　2001）。最後の短剣は、我が国の場合当時道具として使用されていなかったと思われるので、ザバ

イカル地方の初期中石器時代の植刃器を想定すると、12本の両刃の植刃槍と3本の片刃ナイフの植刃

器の刃が補修されたか、もしくは植刃器が新たに製作されたものと考えられる※。使用痕の分析によ

ると、線状痕には細石刃の刃部に並行なものと垂直なものの2者が認められた。よって、製作された

植刃器はここで切断具（ナイフ）として使用されたり、遺跡外で槍として使用された後に再び遺跡に

回収されたものと考えられる。

ブロックの数をほぼ男性の数と換算する（稲田　2001）と、ここでの推定される占拠人数は4～5

人であり、一人あたりの植刃槍と植刃ナイフの数は3～4本となる。これは所持数としてほぼ妥当な

数値である。おそらく男性のみで構成されていたとしても10人は超えない集団が残した遺跡と考えら

れる。
「’

遺跡の占有期間の推定法には、石製道具や石屑との相関関係（Schiffer1975）、民族学的観察による

廃棄状況（残樺の廃棄パターン）との相関関係（Murray1980）などがある。前者の場合、長期居住

－道具や残樺の多様性の相対的増初、短期居住一道貝や残樺の制限の相対的増加（臨機的道具と一般

的な残樺構成）という関係が成り立っ。そして、遺跡の占地期間が短くなればなるほどそこで作られ
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る機会は少なくなり、廃棄される機会も少なくなる。後者の場合、短期（1シーズン以内）居住の場

合は、廃棄物は占居した地点に残されやすい（二次的廃棄行為の少なさ）O　また、接合資料にもとづ

く占有期間の推定に関する理論がある（Morrow1996）。1つの母岩の消費サイクルは集団の遺跡問

移動に伴い、遺跡内では一見その連鎖が切断されたようにみえる断片が残され、その集合体が遺跡で

発見される石器群である。よって、接合を通じて認識される製作屑によって囲まれた欠落した部分は

遺跡外へ持ち出された「ghost（幻影）」であり、遺跡内の製作屑と接合しないものは遺跡外から持ち

込まれた「orphan（孤児）」と定義づけることができる。一般に一つの組成中におけるこのghostと

orphanの石器群全体に占める比率は、遺跡の占有時間に反比例する。よって、石器群においてこれら

の比率が高く、石器・残樺の二次的移動（廃棄行為）の頻度が少なければ、比較的短期的な居住であっ

たと言えよう。

以上のような観点に立てば、本遺跡の石器群は、遺跡から持ち出されたghostと持ち込まれた

orphan（剥片状態の素材も含む）の比率がきわめて高く、さらに廃棄行為にもとづく石器・石屑の移

動が認められないという、居住期間の短さを示している。さらに、石器総数がおよそ600点、総重量

にして1．8kgであり、ブロック全体の範囲も直径6m前後ときわめてコンパクトで、周辺への広がり

も認められないこと、石囲炉などの遺構を伴っていないことなどを考慮すると、狩猟を目的とした数

日間の短期キャンプであったと性格づけできよう。これは先に推定した集団規模ともほぼ整合する。

2・細石刃剥離技術について

（1）使用石材

本遺跡の石器群に使用された石材は黒曜石・サヌカイトの2種類であった。細石刃はおもに黒曜石

を使用し、他の石器、おもにスクレイパーなどの加工貝はサヌカイトで製作されている。これは石器

素材の大きさに起因するもので、西北九州の細石刃文化期の石材利用に特徴的なことであるO

石材の原産地は、流紋岩質・サヌカイト質の黒曜石、青灰色を呈する淀姫系黒曜石、漆黒色の腰岳

系黒曜石などが使用されていることから、佐世保市周辺・上土井行周辺が予想される。腰岳系黒曜石

は、円礫に近いものが多いことと、透明感がきわめて高いものなどから、腰岳周辺と考えられるが、

佐世保市周辺もその候補として捉えておかねばならない。サヌカイトに関しては、佐賀県小城地方周

辺からもたらされた可能性が高い。この中でも上土井行産黒曜石はあまり細石刃石核に使用されてい

ない。その意味でも特異な石器群である。

（2）細石刃石核の製作

本遺跡の細石刃石核の製作法は、次の3種類に分けられる。I a類－剥片素材で剥片の主要剥離面

を側面に用いて、下線調整や側辺調整をほとんど実施しないまま、打面を主要剥離面側から数回の側

方連続剥離もしくは細石刃剥離作業面側からの1回の加撃によって作り出し、細石刃剥離作業へ移行

する。細石刃の初期スポールは、79（一括No・5）・139（418）・310（226）などにみるように、主要剥

離面から側面に向けて微細な連続する剥離によって稜形成を行い、スポールを剥出していることがわ

かる0　3（71）・23（412）．13（68＋523）・35（290）・128（150）・129（111）・132（253＋416＋499）・133

（253）・148（273）・196（172）・282（123）・291（642）・322（284）・324（161）・343（156）。Ib類一石

核調整や打面形成法などはI a類とほとんど変わらないが、より薄い剥片を使用し、小口面から細石刃

を剥出する。そのため細石刃の幅がほぼ素材剥片の幅と変わらない033（503）・131（636）・138（257＋

260）・146（154）・147（173）・188（263）．333（152）。Ⅱ類－剥片もしくは分割礫を素材として、角
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柱状に石核を整形し、打面は1方向ないし多方向からの剥離で形成される。細石刃剥離の作業面が2

面以上になるものも存在する。打面調整が認められる。197（572）・325（169）・342（166）などがこ

れに該当する。342（166）は上下両方向に打面のある両設打面石核である。335（169）は小口面のみ

の作業面であり、Ⅰ類との中間的な形態をもつ。これらの石核から剥離されたと考えられる細石刃は、

198（487）や202（59）などの側面に石核の側面調整痕をもっものが相当する。

この大別2類．小別3類の細石刃石核は、個体別資料に引き戻してみると、決して独立した存在で

はない。たとえば、Ib類333（152）とⅡ類325（169）、Ia類343（156）とⅡ類342（166）、Ia類

196（172）とⅡ類197（572）などにみられるように同一の母岩から製作されていることがわかる。ま

たI a類とIb類の場合も、個体別資料6が示すように同じ母岩から剥離された剥片からそれぞれが

製作されている。さらに、打面の形成法はこのⅠ類においても、自然面をそのまま利用するもの、分

割面を一部打面調整して使用するもの、側方連続剥離によって形成するもの、縦方向のスポール剥出

によって作り出すものなど、同一母岩を使用していながら、さまざまな剥離法が選択されている。こ

れは製作者の違いというより、石核の素材となる剥片の形状や状態によって、適宜使い分けられた技

術の表現型であり、一つの母岩から生み出されたさまざまな形態の素材を有効に利用した結果と考え

られる。

（3）細石刃剥離（頭部調整）

頭部の平面形状および頭部調整の有無を宮

田（2000）をもとに頭部の残る細石刃36点を

観察・分類した結果、頭部調整無しの四角形

12点、同台形16点、同半円形3点、頭部調整

有りの四角形0点、台形1点、半円形2点で、

ほとんどのものに頭部調整が施されていない

ことが判明した0　3点のものも顕著な頭部調

整ではなく、わずかに微細な剥離痕が認めら

れるだけである。細石刃石核も打点23点のう

ち、335（169）の1点以外は頭部調整の痕跡

が認められない。

これは打面形状に反映されており、fig．41

にみるように、頭部調整を施す野岳・休場型

細石刃石核から剥出された熊本県阿蘇郡西原

村河原第3遺跡や同じく頭部調整を施す石ヶ

元型（楔形）細石刃石核から剥出された佐賀

県唐津市東山Ⅰ遺跡の細石刃の打面形状と比

較して、かなり分厚く幅広のものが多いこと

がわかる。打点部の形状は打圧点が明瞭な角

があるものが12点（34％）、打圧点が不明瞭な
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滑らかなものものが23点（66％）と、直接打　fig．41細石刃の打面形状の比較図（Y：吉武9次、

法に近い数値となっている（大沼1993）。最　　　　K：河原第3、日：東山Ⅰ）（5倍）

大厚／打圧点最大厚の平均値は潰れた打面の（河原第3遺跡・東山Ⅰ遺跡の番号は報告書挿図中の番号を示す）
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ものを除いた数値で3．48、同最大幅／打圧点最大厚の平均値が11．73と、これも直接打法に近い数値と

なっている。これはおそらく、頭部調整がほとんど施されていないことに起因したもので、内傾打面

の存在などから、基本的には押圧剥離によって剥離されたものと思われる。今後は頭部調整の実施さ

れていない例での指数算定が必要であろう。東山Ⅰ遺跡例は、頭部調整剥離に加え、頭部と打面の接

する部分を研磨しており、頭部調整がきわめて丁寧であったことがわかる。

3．本石器群の時期と性格に関する問題点

先に述べた細石刃生産技術・使用石材の点からみると、このような石器群は西北九州地域において

はきわめて特異なものと言わざるを得ない。周辺地域に類例を求めるとすれば、Ⅰ類の細石刃石核は

備讃瀬戸地域に特徴的な「瀬戸内型糸田石核」（森1996）または「羽佐島Ⅱ・Ⅱ型細石核」（多田

2001）に類し、Ⅱ類の細石刃石核は西南日本に広く分布する野岳・休場型に類するものと言えよう。

本遺跡の細石刃石器群は、通常西北九州ではあまり使用されていない上土井行産黒曜石やサヌカイト

を使用しており、備讃瀬戸地域の細石刃石器群の主用石材であるバリ質安山岩やサヌカイトと石質が

よく似ており、この点で共通点をもっ。さらに、頭部調整に関しても、備讃瀬戸地域の細石刃には頭

部調整が顕著でないことが指摘されており（宮田　2000）、この点でも両石器群は共通した特徴を備え

ていると言えようO

しかし、備讃瀬戸地域における細石刃石核の研究（森1995・1996，多田　2001）においては、両

タイプの石核は別個の生産体系の中から生み出されたものと理解・されており、これらが本石器群のよ

うな同一の生産体系の中から生み出されたものであるとすると、個々の細石刃石核の形態に一定の型

式名を附与することは意味をもたなくなる。備讃瀬戸地域における「瀬戸内型」や「羽佐島Ⅰ・Ⅱ型」

細石刃石核と「野岳・休場型」細石刃石核は、後者が別の生産体制の中から生み出され、従来の編年

観に基づき、前者の年代を古く位置付ける編年基準（メルクマール）として使用されている。しかし、

いわゆる野岳・休場型は新しい時期まで残存すると考えられ（萩原　2001）、単純に古相の基準として

用いることは危険を要する。また、最近の九州におノける野岳・休場型の編年観は、相模野台地での細

石刃石器群の層位的検出例とその編年研究の影響を受けて、相模野でいう「代官山段階」（砂田

1994）に類する資料として、「礫素材で傾斜打面をもっ古相の」（桑波田1997，村崎1997）野岳・

休場型細石刃石核が最古のものとしての認識が広まりつつある。しかし、相模野「代官山型」には頭

部調整が顕著であり、中・南九州「古相野岳・休場型」には頭部調整が明確でない（宮田　2000）と

いう技術的相違点が存在する。また、相模野台地においても、柏ヶ谷長ヲサⅣ文化層の「野岳・休場

型」細石刃石核は代官山遺跡第Ⅲ文化層や吉岡遺跡群B区石器群に後続すると考えられているが、そ

れらの時期差に関しては慎重な意見もある（諏訪間　2001）。つまり、野岳・休場型と認定されている

資料の中には地域性や石材環境を反映した細かな型式が存在する可能性がある。本遺跡資料はその可

能性の一端を示したものと思われる。

このような認識は、従来型の細石刃石核の分類では把握できないものである。代官山遺跡や吉岡遺

跡での徹底した個体識別と接合の実践例から復元された細石刃石核生産過程（神奈川県立埋蔵文化財

センター1986，かながわ考古学財団1998，砂田1994．1997）、北海道の細石刃石器群の接合資料

を通じた「技術型式」（寺崎1999）にみるように、残核形成に至るまでのプロセスの把握とそこか

ら導き出される技術型式の設定こそが肝要であろう。

また、備讃瀬戸地域においては新しい段階の細石刃石核として把握されている「花見山型」（森

1996）や「羽佐島Ⅲ型」（多田　2001）細石刃石核は、湧別技法に代表される北方系削片系の楔形細

－　66　－



石刃石核もしくは西海技法や福井技法に代表される西北九州系の楔形細石刃石核の影響下に成立した

ものと理解されている。2つの石器群を比較する際、石器製作システム全体の中で、素材の利用法や

打面形成や打面再生、剥離面部位などの技術要素の幾っかに共通性が認められる場合、時間的な経過

による簡略化および地域石材への適応として把握する向きがある（森1995，萩原　2001）。つまり、

システムの一部が共通する場合、技術の伝播・変容過程と解釈する見解である。しかし、このような

観点に立っとき、本石器群や備讃瀬戸地域の楔形細石刃石核における頭部調整の低頻度はどう理解す

ればよいのだろうか。これは南九州と北・中九州における野岳・休場型細石刃石核の頭部調整の頻度

差に関する理解にもかかわってくる問題である。今回比較対象とした佐賀県唐津市の東山Ⅰ遺跡の典

型的な楔形細石刃石核（石ヶ元型）から剥離された細石刃には、微細な剥離による頭部調整に加えて

研磨の痕跡が認められた。この「スリガラス状擦痕」は、旧石器時代以来の西北九州地方における黒

曜石製石器群の中では、縄文時代後期の鈴桶型石刃技法のみに認められる技法である（小畑　2002）。

頭部調整は、少ない力で打瘡（頭部）の薄い長い石刃を得るための調整であり（藤本1983）、擦る

行為はこれをより意識した精緻で丁寧な技術である。これらがすべての西北九州の楔形細石刃石核に

認められるか否かは今後の課題ではあるが、少なくとも影響を与えたと考えられている楔形細石刃石

核の一角を占める石ヶ元型細石刃石核に認められる事業を考えれば、細石刃技術が学習され他集団に

受け継がれる（萩原　2001）際、このような細石刃の有効利用を促す機能的に高度な技術がなぜ伝わ

らないのか、説明が必要となろう。

上記問題の解釈には、理論的な枠組みの確立以前に、基礎資料としての石器製作システムの把握と

いう点においてまだ資料不足である。そのためにも、宮田栄二が注目した固定法の復元まで照射した

頭部調整にみる細石刃剥離法の違いは、今後細石刃製作技術を比較する上で重要な視点となるものと

思われる。残核の形態のみで語られてきた細石刃文化の編年や地域性、地域相互の関係に関しては、

今一度再整理が必要である。これは「代官山技法」で復元されたよう年接合資料や個体別資料による

トータルな技術復元が必要であることを意味している。今後は九州地方においても細石刃剥離段階の

技法差も含めた「技術型式」の認定を急がねばなるまい。それまで、ここでは、その一つとして本遺

跡の細石刃石核形成から細石刃剥離技術の特徴を一括して「吉武型細石刃剥離技術」として提唱し、

比較資料が出揃うまで、時期的な位置づけは保留しておくことにする。
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pp．1－18，財団法人香川県埋蔵文化財センター．
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※エニセイ川以東から極東地方までにかけての角骨製植刃器で、短剣および鋳型を除く150本のうち、槍は121

本・ナイフは29点であり、ほぼ4：1の構成である。中石器時代以降の槍型植刃器はザバイカル以東では両刃が

優勢であり、計算に用いた刃部の長さはオシュルコヴォ遺跡のものを代表させた。また、角骨製シャフトの製作

には、素材調達から成形までには2～3週間を要するため、この遺跡においてはシャフトの製作は行なわれな

かった可能性が高い。
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第五章　おわりに

今回の調査では、圃場整備事業という期間を厳しく限定されたなかでの約30㎡の小規模な調査範囲

であったとはいえ、細石器文化期の石器製作の極めて良好なユニットであった事が確認された。

検出された石器の総点数は624点で、内訳は石材別に黒曜石大別14種・331点・620．55g、サヌカイト

大別6種・293点・1190．05gであった。種別では細石刃石核29点．細石刃87点・細石刃スポール6

点・打面スポール1点・スクレイパー7点・使用痕のある剥片4点・石核8点．剥片257点．チップ

225点であった。土器片は1点も検出されていない。

石器の接合と分析から、場としては4～5人10人以下の人員による1区北半部の、7～10個の原石

と1～2個の細石刃核を持ち込んでの270本前後の細石刃の製作、同南半部での持ち込んだ植刃槍や

植刃ナイフの古い細石刃の交換と新たな植刃器の製作・使用が想定されている。また、遺跡から持ち

出された石器と持ち込まれた石器の比率の高さ・4～6mの小範囲にまとまる石器の分布・石囲炉

など遺構を伴わない事などから、狩猟を目的とした短期のキャンプ跡と想定されている。

石材に関しては、流紋岩質・サヌカイト質の黒曜石、淀姫系黒曜石、腰岳系黒曜石などから佐世保

市・上土井行周辺、サヌカイトは佐賀県小城周辺産の可能性が高く、通常西北九州では用いられない

石材で、特異な在り方である事を指摘されている。

石器製作技術上からは、まず、殆どの細石刃の頭部調整が施されていない事、細石刃核はⅠ類の「瀬

戸内型細石核」または「羽佐島Ⅰ・Ⅱ型石核」に類するものと、Ⅱ類の「野岳・休場型細石核」に類

するものがあり、これらは従来の分類では別個の系統・生産体系とされたものであるが、本調査区で

はこれらが同一の母岩から作り出され、他にも同一母岩を使用しながら様々な剥離法を用いており、

従前の石核形態による型式分類が意味をなさない様な、同様に極めて特異な状況である事が確認され

た。小畑氏は「石核の素材となる剥片の形状や状態によって適宜使い分けられた技術の表現型であり、

一つの母岩から生み出されたさまざまな形態の素材を有効に利用した結果」とされ、従来の分類では

把握できないものであり、原石から残核形成に至るまでの技法のプロセス把握から導かれる「技術型

式」の観点から、本遺跡の資料の特徴を一括して「吉武型細石刃剥離技法」と提唱されるに至った。

時期的な位置づけはこれからの資料の蓄積を持っての事とされた。

今回の資料に関しては良好な出土状況から、調査終了時から多くの関心を集め、様々な見解を得て

いる。橘昌信別府大学教授からは「打面を横から調整するのは福井型の特徴である。福井・野岳・畦

原型に類似するものがあるが典型的なものは認められず、従来の分類では割り切れない。時期は細石

器文化期の中ほど、野岳・福井型の中程か」（1985・12．16）とのコメント／を、本課山口譲治は、

1985．12・27のコメント・本市報告書175集「井尻B遺跡」（1988）・「九州旧石器」創刊号（1988）の

著述をまとめると、「宇久島城ヶ岳遺跡出土の類福井型と野岳型が共伴。土器を共伴すると考えられる

が末出土。時期的には細石器文化終末期」ととらえられている。近年、船野型に神子柴・長者久保系

石器の共伴が指摘されるなど、従来の編年・分類の再編が様々進んでいるが、今回の発掘資料はさら

にこれらの枠を大きく揺さぶる様々な重要な提議を行いうる資料と言えそうである。今後の大きな研

究の進展に期待したい。

最後に、旧石器には全くの門外漢である筆者が、「門前の小僧」然にこの重要な資料の発掘に行き当

たれたのも、故賀川光夫別府大学名誉教授と橘昌信教授の薫陶の賜物であったと自負しているO殊に

昨年の不幸な事件で逝去された賀川先生には心から厚く感謝の意を表し、御冥福を祈りたい。

また、今回の整理に当たって全面的協力を頂いた小畑弘己熊本大学助教授をはじめ同考古学研究室

の皆様にはこの場を借りて深々の謝意を申しあげます。
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Summary

Y。ShitakeSiteislocatedontheaiiuvialfan（20～30mabovethesea），Whichwasformedon

themiddieriverterraceofTheMuromiRivermadeofsandandpebbielayers，SPreadingfrom

Mt．IimoriintheSawaraplane，WeSternPartOfFukuokaCity，Kyushu．TheSawaraplaneis

circumscribedbothsidesbyhighhillsandfrontbyHakatabay・Thesiteissituatedat130

degrees19minutesiiseconds ofeast10ngitudeand33degrees32minuteslOseconds ofnorth

iatitude・YoshitakesiteisfamOuSforadiscoveryofmoundburialthoughtas－lKinggravellof

thisareawithabundantmortuarygoodsdatedfromEariytoMiddlestageofYayoiperiod・In
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manytombsofKofunperiod，andaruinedtempleofAncienttimewerediscovered・Thisarea

hadbeenanimportantpiacefromYayoiperiodtoMiddieAgesintheSawaraplane・

Duringthei985excavationseasonatthetimeOftheexcavationofruinedtemplearea・a

paieo1ithicflakemadeofandesitewasnotedwithinaciayi0amPaleosolthatrepresentsan

arbitraryiandsurfaceofourexcavation・Therefor・SOmeneWeXCaVationpitswereprepared

and excavated forlOdays fromi9th November to　5th Decemberin1985・This excavation

revealed the presence of cuituraistrata be10nging to Micro－biade Tradition，a finalUpper

PaieolithicinJapan．Atotalof30㎡of the cuituraideposits has been excavated・includinga

contiguousbi0Ckof2㎡．

Theseexcavationscoverfullofthecuiturailayerinsitearea・Tooisandworkedstoneitems

werepiece－P10tted．Andtheexcavationunitsweredugbyfivecentimeterarbitraryieveis．The

stratawereseparatedinto5．Amongthemmuchremainswerecontainedinthe31ayer・and

somewereinthel orthe21ayer．About630piecesofremainshavebeenrecoveredfromthe

cultura1strata；87micro－biades，29micro－COreS，i spall，6　micro－blade spai1S・7　scrapers，8

cores，4usedf1akes，257fiakesand225chips．Therawmaterialusedintheassemblageare

obsidians derived from Hario，Kamidoigyo，nOrthwestern Nagasakiprefecture and andesites

from0gi，CentralSaga prefecture・Generally Kamidoigyo obsidianis not commonin the

assemblagebe10ngtOMicro－biadeTraditioninNorthwesternKyushu・

0fthe624fragmentsidentifiedi23（20percent）havebeensuccessfullyconjoined・Theoften

sh。rtdistanc。S。Paratingrefittedpieces（maximum4・5mspatialiy，30cmverticaiiy）andthe

distributionpatternsofthesamestoneblockssuggestthatthiscuituraldeposithavesuffered

minimalpost一〇ccupationaldisturbanceandtheywereformedsynchronously．

Densityofchippedstonedebrisincuituraistratasuggeststhepresenceoffourdistinct

denseareasnamed・・A・B・C・Db10Ck，，・AandBb10Ckare10Catedatthenorthernhalfofl pit

andCandDareatsouthernhaif・AandBb10Ckaredominatedbymicro－COreSandby－PrOducts

associatedwithmicro－biadesproduction．CandDblockaredominatedbycores・SCraPerSand

theirby－PrOducts．Theymeanthattheremightbedistinctiononthespaceutiiizationinthesite・

Thenorthernhaifareamightbeutilizedasmicro－bladeproductionspotandsouthernhalf

areawasasthebutcheringareaorinstrumentsrepairingarea，SuChasgroovedbonejavelins・

Accordingtotheanaiysisofsamestoneb10Cksconcemingtomicro－bladeproduction・ithave
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becameclearthat4～5piecesrawmaterialsasapebb1e，3～5piecesasafiake，1～2pieces

micro－COreSand5piecesmicrO－biadeswerebroughtintothissitefromthepreviousoccupation

andi82piecesmicro－bladeswereproducedatthisplace．Thinkingoverthedegreeofconsump－

tionofmicro－COreS，thenumberofmicro－bladesproducedinthissitemayincreasethenumber

byl．5times．Withtheamountofmicro－blades12piecesjavelinsand3knivescou1dbemade

COnVertingintoSiberianMetho1ithicgroovedboneshafts・Astheresultsofrefittingstudy，it

Showsthatarelativefrequencyof”ghosts’’and‘‘orphans’’（Mowow1996）。fartifactswithinthe

iithicassemb1ageishighandthataccumuiationsofrefuseinsecondarycontextsareabsenthere・

The former are artifacts that has been transported to the subsequent occupation site

andthelaterarethemthathasbeenboughtintoahabitationsitefrompreviousoccupation・

Additiona11ythenumberofartifactconcentration，SuggeStingtheroughestimationof40r5，

1essthanlO，forthenumberofmanhabitantsandalimitednumberofartifactsconfirmthe

expectationthathuntersutilizedthislocationinshort－termOCCuPationforahuntingcamp

duringseasonalmobility・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Regardingtomanufacturingtechniqueofmicro－blades・Wehavenoticedthattwotype

miCrO－COreS・‘‘setouchiType，，and“Nodake・Yasumiba Type・・，that have beeninterpreted as

PrOducts with another techniques each other were produced by one technica1process・The

OriginaltechnicalunitmadeofuniquerawmaterialshasnotknownsofarinNorthwestern

Kyushu・Thereforwewilladvocatenamingtheoriginaltechno－tyPe・・Yoshitaketechno�G��X�X�P

and1eaveanticipationofthedateorthetraditionaimeansunso1veduntilafurthercomparative

Studyofmicro－b1adetechniquewouldbesuccessful．　　　　　　　　　　　　　　　　　
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PL．1

（1）調査区遠景（東から）

（2）遺構検出面旧石器出土状況（東から）

（3）横長剥片No・648検出状況（東から） （4）剥片検出状況（東から）



PL．2

（3）石器No．13出土状況
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PL．3

（1）第1・第4グリッド下部石器出土状況（南西から）

（2）第1グリッド下部石器出土状況（南西から）



PL．4

（1）第1グリッド下部石器集中部

（3）第1グリッド西壁土層断面（東から）

（4）第1グリッド南壁土層断面（北から）

（5）第4グリッド西壁土層断面（東から）

（2）石器出土状況近景

（6）第4グリッド北壁土層断面（東から）



PL．5

（1）個体別資料1（上段）・2（中段）・3（下段）（表）

（2）個体別資料1（上段）・2（中段）・3（下段）（裏）



PL・6

狼　躯　感　育

（1）個体別資料4（左上）・7（右上）・9～14（下段）（表）

通　捌、甕

（2）個体別資料4（左上）・7（右上）．9～14（下段）（裏）



PL．7

3㎡

（1）個体別資料5（表）

専

（2）個体別資料5（裏）



PL・8

要義重量至言

言軍を去一一墓

鞍／十

（1）個体別資料6（表）

一葉

等号多監

（2）個体別資料6（裏）
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PL．9

一一　　　千圭一，－、

（1）個体別資料8a（表）

（2）個体別資料8a（裏）



PL・10

著

忽馨

∴墓l墨出”蓄

（1）個体別資料8a・（左上）・8b（その他）・8bつ右下）（表）

感

狛

三一il出▲呈出も

（2）個体別資料8a・（左上）・8b（その他）・8b・（右下）（裏）
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PL．11

一口．

L r．

専1本ご．

享享子3三二

華　　竃壷

（1）個体別資料8C（左上）・8d（下段）・8e（右上）（表）

葦裏革1

－．二三喜一l－1

（2）個体別資料8C（左上）・8d（下段）・8e（右上）（裏）



PL．12

（1）個体別資料15（表）

（2）個体別資料15（裏）

．一言㌣



PL．13

（1）個体別資料16（上段）・17（左下）・18（右下）（表）

（2）個体別資料19（左上2点）・20（その他）（表）



PL．14

萄 啓

（1）サヌカイト製細石刃・細石刃石核（上段）・スクレイパー（下段）（表）

紅

（2）サヌカイト製細石刃．細石刃石核（上段）．スクレイパ一（下段）（裏）



PL・15

（1）細石刃345（565）の使用痕（微小剥離痕）

（3）細石刃346（287）の使用痕（微小剥離痕）

（5）細石刃66（281）の使用痕（微小剥離痕）

（7）細石刃345（565）の使用痕（密集した線状痕）

（2）細石刃334（205）の使用痕（微小剥離痕）

（4）細石刃63（623）の使用痕（微小剥離痕）

（6）細石刃346（287）の使用痕（密集した線状痕）

（8）細石刃63（623）の使用痕（密集した線状痕）



PL・16

（1）細石刃199（198）の使用痕（直行する線状痕）

（3）細石刃346（287）の頭部

（5）河原第3遺跡出土細石刃（K24）の頭部

（7）東山Ⅰ遺跡出土細石刃（H15）の頭部

く7

－多色
一■亡さ一一

（2）細石刃347（16）の使用痕（稜上の密集する線状痕）

（4）細石刃306（314）の頭部

（6）河原第3遺跡出土細石刃（K35）の頭部

（8）東山Ⅰ遺跡出土細石刃（H40）の頭部
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